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この年報は 1987 年度に医学部構内と 農学部構内の 遺跡でおこなった 発掘調査成果の 報告 

と，それに関連する 研究をまとめたものであ る。 

第 1 部 第 2 章は，医学部構内での 調査の報告であ る。 ここで検出した 密教法具の鋳型 

は， これまで調査してきた 梵鐘鋳造遺構やほかの 鋳造関連遺物とち れ せて，古代から 中世 

にかけて 鴨 東の地でおこたわれていた 鋳物生産を考える 貴重な資料であ る。 第 3 章 は ，北 

部構内の調査の 報告であ る。 縄文晩期の土器の 良好な資料を 検出し，近年，研究の 進んで 

いるこの時期の 土器編年に関する 新たな資料として ，その位置づ け をおこな う ことができ 

た。 稲作をはじめとした ， 新たな文化要素の 流入が想定される 直前段階の貸料と 考え ろ 

れ ，文化の変容のあ りさまを考える 重要な資料となろ 5 。 第 口部は，本研究センタ 一の研 

究テーマのひとつとしている 中世の鋳物生産について ，わが国の各地の 資料を素材に ，中 

国との技術交流を 視野に入れつつ 考察したものであ る。 

これまで発掘調査によって 出土した膨大な 資料は蓄積される 一方であ ったが， さいわい 

昨年 5 月本学の歴史的建造物であ る 尊壊 堂の保存修復の 工事がおこなわれ ，埋蔵 文化財研 

究センター資料室として 利用することになった。 5 月 31 日には，西島 安 副総長ほじめ 関係 

者に資料室の 展示を披露した。 過去十数年間の 調査によって 得た資料を展示し ，京都大学 

構内の歴史的変遷を 解説し，学内，学覚に 公開し，歴史的建造物の 保存とともにその 有効 

な 活用をめざしている。 

各調査，資料室の 開設にあ たっては学内，学覚の 多くの関係者の 方々に 御 指導，         

フ J, 御 助言をいただいた。 とりわけ，本学の 施設部，学生部，放射性同位元素総合センタ 

コ農学部の関係者各位に 対し， あ らためて謝意を 表したい。 今後とも変わりない 御 指 

導，御協力のほどをお 願いする次第であ る。 

1990 年 3 月 

京都大学埋蔵 文化財研究センター 長 

西 川 幸 治 

  



例 
      
一 口 

上 本年報 は ，京都大学構内で 1987 年 4 月 1 日から 1988 年 3 月 3l 日 までに発掘，整理作業 

を終了した埋蔵 文化財調査と 保存の報告，および 京都大学埋蔵 文化財研究センタ 一に 

おける研究成果をまとめたものであ る。 

2  国土座標にしたがって 一辺 W0m の方形の地区割りをして ，遺跡の位置を 表示した。 

3  層位と遺構の 位置については ，国土座標 第 Ⅵ座標系 (X ミ円 08,000  y 二一 20 ， 000) 

が (X 二 2,000  Y ニ 2,000) となる京都大学構内座標によって 表示した。 

ヰ 遺構の略号は ，奈良国立文化財研究所の 方式にしたがって ，井戸 : SE, 立坑 : SK 

のように表示し ，各調査ごと 峰 通し番号を 1 から付した。 

5  遺物には，遺跡の 調査名を示すローマ 数字と，調査ごとの 通し番号を 1 から付した。 

この遺物番号は ，本文，実測図，写真を 通して表示を 統一した。 

1 : 京都大学北部構内 BH35 区の試掘調査 

Ⅱ : 京都大学医学部構内 AL20E の発掘調査 

Ⅲ : 京都大学北部構内 BD33 区の発掘調査 

( 例 1 1 : 京都大学北部構内 BH35E 出土遺物 1 番 ) 

6  原則として，遺物の 実測図は縮尺 1/4, 遺物の写真は 約 1/2 に統一した。 他の縮尺のも 

のは，それぞれに 縮尺を明記した。 

7  第 1 部の参考文献は ，本文中に， ( 著者名 発表年コの形式で 表わし， 第 Ⅰ部の末に 

一括した。 第 Ⅱ部については ，章末の注に 一括して記載した。 

8  遺構・遺物の 実測と製図は ，清水君 裕 ，五十川神矢，浜崎一志，宮本一夫，難波洋姉， 

干葉 豊 ，森下章司， 家根 群参，上野京子，谷口由利子，西川恵美子がおこなった。 遺 

物の撮影は，森下章司が 担当した。 

9  本文の執筆者名は 各章の初めに 記した。 

10  編集は西川幸治の 指導のもとに 森下章司が担当し ，清水君 裕 ，五十川伸夫，浜崎一志， 

千葉 豊 ，辰巳めかり ，西川恵美子が 協力した。 
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第 1 章 1987 年度京都大学構内遺跡調査の 概要 

剛倖治 久馬一脚 清水若俗 森下章司 

i  調査の大要 

京都大学埋蔵 文化財研究センター は ，吉田キャン " ス および附属施設の 敷地内における 

建物新嘗やその 他掘削 1 事の際には，当該部局の 報告にもとづき ，予定地の埋蔵 文化財の 

調査を，既知の 遺跡との関係や 過去の調査結果 よ り，発掘，試掘，立合にわけて 実施して 

いる。 1987 年度には，以下の 発掘調査 2 件，試掘調査 2 件，立合調査 6 件，資料整理 1 件 

を実施した。 

発掘調査 農学部総合 館東棟 ( 第 Ⅱ 期 ) 新宮予定地 ( 北部構内 BD33E 、 l  C 第 3 章 図版 @-180) 
工学部電気兼学科校舎新宮 ( 本部構内 AvV27E) ( 発掘串 図版 l-18 け 

試掘調査 北部バランド 改修工事 ( 北部構内 BH35E) ( 第 1 章 図版 l Ⅱ 82) 

理学部動植物学教室新宮 ( 北部構内 BD28 区 ) ( 発掘串 図版 l-l8 の 

立合調査 病院精神科 棟 新嘗給排水その 他工事 ( 病院構内 AHl0E) ( 図版 l-l8 の 

農学部農学科実験温室敬譲工事 ( 北部構内 B 128E)   
病院地区基幹整備工事排水管埋設 ( 病院構内 AH20E)   
吉田キャン " ス 情報 ネ " ト プーク施設整備工事 ( 北部構内 BA2gE) ( 図版 l 円 87) 

吉田キャンパス 情報ネットワーク 施設整備工事 ( 本部構内 ATZ5 区 )( 第 1 章 図版 @-l88) 

本部構内身障者用通路 柵 その他 取設 工事 ( 本部構内 AU24E)   
資料整理 放射線同位元素総合センター 

有機廃液処理設備 室 新宮予定地 ( 医学部構内 AL20E)  ( 第 2 章 図版 1 円 69) 

2  調査の成果 

前節で記載した 調査のうち， 1987 年度に整理を 終えた 9 件について，その 成果を略述す 

る。 なお，北部構内 BH35E の試掘調査については 本章第 3 節で，また，個々の 発掘調査 

については第 2 章以下で詳述する。 

縄文晩期の遺構 北部構内 BD33E において，縄文晩期の 士 坑 3 基を検出した。 うち 

Ⅰ基は滋 賀 里 N 式の良好な一括資料であ り，近畿地方縄文土器編年の 重要な資料となるも 

のであ る。 地白川扇状地上に 営まれた縄文時代の 集落は，時期によって 少しずつ場所を 移 

動させていたことが 指摘されている。 調査図一帯が 縄文晩期後半において 生活の中心地で 

あ ったことが 5 かがわれた ( 第 3 章参照 ) 。 
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鋳造関係遺物 医学部構内 AL20E の 上 取り穴から，平安後期のものと 思われる六器， 

器 台などの密教法具の 鋳型や取瓶が 出土した。 従来の調査で 教養部構内 AP22E, 医学部 

構内 ANl8E, 病院構内 A.TIgE において梵鐘鋳造遺構や 鋳型，                                                               

され，この地が 古代・中世の 鋳造に関わる 工人集団の一本拠地であ ったことが明らかとな 

りつつあ る。 今回の調査の 出土品は，この 集団が梵鐘や 鏡に加えて，仏器など 幅広い製品 

の 鋳造に関わっていたことを 示している。 さらに，この 近辺に存在し ，文献から密教法具 

の 用いられていたことが 知られる 福勝院 との関連も注目されよ う H 第 2 章参照 冗 

近世主取り 穴 医学部構内 AL20E で江戸前期の 土取り穴を検出した。 周辺では中世 

から近世にお ょぶ玉 取り穴が広く 検出されており ，この一帯で 場所を移動させながら 継続 

的に土取りのおこなわれていたこと                   となった ( 第 2 章参照 ) 。 

尾張藩邸堀 本部構内 AT25E の立会調査で ，東西方向の 堀を検出した ( 図版Ⅰ 円 88) 。 

AT27E 検出の幕末一明治初頭の 尾張藩邸 堀 [ 五十川 81J に続くものと 考えられる。 

3  北部構内 BH35 区の試掘調査 

北部バランド 改修工事が計画されたため ，発掘調査に 先立って試掘調査をおこ な 5 こと 

になり，学生部の 協力を得て実施した。 本調査地点を 含む北部構内は ， 北 白川追分町遺跡 

に 含まれる西日本の 著名な縄文時代遺跡として 古くから知られている。 1973 年度におこ な 
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北部構内 BH め 区の試掘調査 
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図 2  試掘調査位置                   試掘調査から 明らかになっていた ( 岡田ほか 80 

Pp.31-2 コ 。 グランド 東 半蔀層位は図 3 に示すよ う に基盤の白砂及び 礫層 が急激に下が     

l 日地形の状況をよく 表わしている。 第 5 層では縄文土器とともに 平安時代の遺物を ，第 3 

・ 4 層では室町時代の 遺物を主として 含むことが明らかになっており ，東端部の TPr で 

はこのうち第 3 層のすべてと 第 4 層の一部が削平されていることが 明らかになった。 
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表 土 6 暗褐色土 

青灰色土 7 黄色砂 

茶褐色土 8 室褐色土 
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図 3  rP ヰ ・ rP8. ℡ 7 の層位 (l979 年度の試掘調査 ) 縮尺 1/60 



l987 年度京都大学構内遺跡調査の 概要 

一，，ツ， I  3 

  20  cm 
  

図 4  TP l 黒色 土 出土遺物 (1 1. 14 土師器， ¥i 須恵器 ), TP 3 表土出土遺物 (13 須恵器 ) 

このたびの試掘調査は ，改修工事がグランド 全域にわたるため ，遺物包含層の 存否が不 

明な四半部を 中心にしておこなったものであ る n 4 tn x 2 ml と g m x 2 m のそれぞれ 2 ケ 

所 計 4 ケ 所の試掘 坑を 設けて層位と 出土遺物の確認をおこなった ( 図 2) 。 グランド四半 

部 にあ たる 4 ケ 所の試掘坑の 基本的な層位は ，上から表土 ( 第 1 層 ), 茶褐色土 ( 第 5 層 ), 

黒色土 1( 第 7 層 ), 白色砂 ( 第 9 層 ) であ る ( 図 1)0 一方， TP3, TP4. ではこれらの 層 

はいずれも 約 l m 低い位置にあ り，表土が厚く 覆う。 

今回の西半蔀 と ， 1979 年度の東 半 部の調査結果からグランド 全域にわたる 旧地形と遺物 

包含層の関係は 以下のように 復原できる。 両者で共通する 層は西半の第 7 層と東半の第 5 

層にあ たる黒色土 と ，第 9 層の白色砂であ る。 これらはいずれもグランド 東端部にあ たる 

T 何と ア P3 の間で急激に 下がり，西平 部 へ向かって緩やかに 傾斜をもつ。 さらに TP 

3 . TP4 のあ る西北部では 西へと同時に 北へ向かって 急激に下がることが 認められてい 

る 。 こうした各層の 堆積はグランドをとりまく 周辺の現地形 ク によく反映されており ，現在 

のグランド面は ，東端部で一部旧地形を 削平し， 西 半蔀では 西 および北西へ 傾斜する地形 

上に盛土を施して 平坦面を作り 出していることがわかる。 遺物包含 層は 東半蔀で一部剛平 

を受けているが ， ほば 全域にわたって 残っていることが 明らかになった。 

遺物は TP l 第 7 層から奈良時代の 土師器や須恵器がまとまって 出土し， TP 3 表土か 

も ら 同時期の須恵器が 出土している ( 図 4)0 1 1 は土師器高 林で 脚台柱状部覚面 は 削り 

ののちに撫でが 施されて面取りは 明瞭でない。 また内面には 絞り目が残る。 1 2 は 口 綾部 

にま づ すぐ立ち上がる 須恵器 体 で底部の箆切り 痕は明瞭でない。 1 3 はやや内湾する 口 緑 

郎をもつ須恵器 杯 であ る。 1 4 ほ 土師器鍋で覚面には 刷毛目が残る。 本部構内 AT27 区の 

奈良時代の竪穴住居跡 SB l で同種の鍋が 出土している ( 五十川 81p.30 コ。 

以上のよ 5 に 1979 年度と今回の 試掘調査から ，グランド全域にわたって 縄文時代から 中 

世にわたる遺物が 出土することがわかり ，さらに奈良時代から 平安時代の遺物包含 層 がほ 

ば 全域にわたって 良好に残っていることが 明らかになった。 

  



第 2 章 京都大学医学部構内 AL20 区の発掘調査 

浜崎一志 

i  調査の経過 

本調査区は吉田山の 西 麓 ，京都大学医学部構内の 東南端に位置する ( 図版Ⅰ -169) 。 ここ 

に放射性同位元素総合センター 有機廃液処理設備 室 の新嘗が計画されたため ，新宮予定地 

全域の発掘調査を 実施することになった。 発掘調査は， 1986 年 12 月 15 日に開始し， 1987 年 

1 月 31 日に終了した。 調査面積は， 331 ㎡であ った 0 

すでに，本調査 区 に近接する 111 . 134 地点では弥生時代の 溝と水路を， 74. l34 地点で 

中世の土取り 穴を， 154. 1 お地点で近世の 大規模な土取り 穴などを検出している ( 図版 1, 

表 4)" 本調査 区 でもこれらと 一連の遺跡の 存在が予想された。 

また，本調査 区 のすぐ東には『 兵範記 j などの文献から ，鳥羽法皇の 皇后高陽院泰子の 

御願の御堂であ る 福勝院 が比定されている [ 杉山 62, 川上 77 コ 。 この 福勝院 には九 % 阿弥陀 

堂 ，三重 塔 ，寝殿，護摩堂などがあ ったことは知られているが ，寺域の正確な 位置や規模 

はいまだ不明であ る 0 

発掘調査を実施した 結果，近世初頭の 土取り穴を検出した。 医学部東北部で 検出される 

中世の上取り 穴 ，および病院構内地平部の 近世後半の土取り 穴 とともに，本調査図一帯の 

土地利用の変遷を 知る ぅ えで貴重な資料となった。 また，中世の 遺構は土取り 穴に 潰 乱さ 

                      きなかったものの ，密教法具の 鋳型や輸入陶磁器をはじめ ， 12 ～ U4 世紀の遺物 

が 多量に出土した。 密教法具は寺院に 関わるものであ り，遺物の時期も 福 勝 院の存在時期 

と 一致することから ， 福勝院 となんらかの 関わりをもつ 遺跡があ ったと考えられる。 

2 層   

本調査区の基本層位 は， 上から表土 ( 第 1 層 ), 黒色土 1 ．第 、 2 層 ), 黒 灰色土 1 、 第 3 層 ), 不 

定形土城埋玉 ( 第 4 層 ), 黄 灰色シルト ( 第 5 層 ) からなっている ( 図 5) 。 現地表は東北端で 

標高 51.5m, 西北端で 50.8m を測り ， 東から西へ下がる 緩 傾斜を呈するが ，近世の遺物を 

含む黒色 土 と無灰色土はほぼ 水平に堆積しており ，現地表面の 傾斜 は近 ・現代の盛 士 によ 

るものと思わ 憶 Ⅰ る 0 

不定形土塊 は黄 灰色シルトを 採取した 土 取り穴であ り，茶褐色土，黄色細砂などが プ ロ 

  



京都大学医学部構内 AL20E の発掘調査 
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l 表 土 4 不定形土 坑 理工 

2 黒色土 5 黄 灰色シルト   5［ 
  窯 灰色土     

図 5  調査 区 北壁 ( 上 ) と束 壁 ( 下 ) の層位 縮尺Ⅴ l00 

ック 状に埋 漬 している。 埋積 状況は， 74. 13 せ地点で検出した 士 取り 穴 とよく似た様相を 

呈する。 ブロ " ク 状の埋土は全体的な 傾向としては 西から東へと 傾斜しており ， 土 取り穴 

が掘り進められた 方向を知ることができる。 士 取り穴の埋土は 少量の江戸前期の 遺物と ， 

多量の中世の 遺物を含む。 黄 灰色シルトを 採取するときに ，中世の遺跡が 潰乱されたと 考 

えられる。 

黄 灰色シルトは 採取の対象となった 粒 質の土で遺物を 含まない。 この 黄 灰色シルトは ， 

134 地点の調査で 弥生前期末～中期初頭に 堆積した黄色砂の 下で検出されており ，弥生時 

代以前のものと 考えている。 

3  遺 構 

本調査 区 では，江戸後期の 溝・ 柵列 ・柱穴 と ，江戸前期の 土取り穴を検出した ( 図版 2)0 

江戸後期の溝は 全部で 5 本検出したがいずれも 浅く ， 畑の耕作用の 溝と考えられる。 溝は 

いずれも南北方向のもので ，方位は約 4-8 。 東にふる。 柱穴は多数検出                                                       

められたのは 2 列だけであ った。 柵 列は南北方向のもので ， その方位は東に 約 2-3 。 ふ 

る 0 柵 列の柱間は 2.0 一 2.4m を測る。 
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図 6  江戸前期の遺構 縮尺 け 250 

江戸前期の上取り 穴は，調査区の 全域で検出した ( 図 6) 。 たかいに大きく 切り合うこと 

なく，接するように 検出されることや ， 黄 灰色シルト層の 下部てとまることから ， 74.13% 

154. 155 地点と同様の 土の採取 跡 と考えられる。 本調査 区 の 上 取り穴の大きさは 1 ～ 5 ㎡ 

と 一定せず， 154. 155 地点で検出した 18 世紀のもののような 規格性はなく ，形態のうえで 

は 74. 134 地点の中世の 土取り穴に似る。 埋 土の状況から ， 土 取りは西から 東へ ， 南から 

北 へと掘り進められたことが 判明した ( 図 5)0 

4  工已 、 。 圧   

遺物は整理 箱 に 22 箱 出土した。 その大半ほ江戸前期の 土取り穴から 出土したものであ る 

が ，土を採取するときに 中世の遺跡を 破壊しだものとみられ ，出土した遺物のほとんどが 

平安時代の後期から 鎌倉時代にかげての 遺物であ る ( 図版 3 一 5, 図 7 一 9) 。 

Ⅱ 1- Ⅱ 3 は見込みに 圏線 をもっ土師器の 皿。 Ⅱ 1 は口 綾部がやや 外 反し， 圏 線は浅く 

口径は 11.4 ㎝を測る 0 Ⅱ 2 . Ⅱ 3 は V 字形の圏 線 をもち， 口径はそれぞれ 11.4cm とⅡ， 0cm 

を 測る。 Ⅱ 4 は志野の高台付きの 皿 。 見込みに 2 本の圏線と 鉄 絵を施す。 Ⅱ 5 は初期伊方 

  



京都大学医学部構内 AL20E の発掘調査 
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図 7  玉取り入出土遺物㈹ ( Ⅱ l-n3. n6-123 土師器， n4 陶器， n5 磁器， Ⅱ 24- Ⅱ 3l 瓦器 ) 
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図 8  玉取り入出土遺物㈹ (n32 一 134 青磁， Ⅱ 35@  Ⅱ 39 白磁， Ⅱ 40 褐粕 陶器， Ⅱ 41 ⅠⅡ 42 

須恵器， Ⅱ 43@  n45 青 白磁， Ⅱ 46. B47 瓦器 ) 

  



京都大学医学部構内 AL20 区の発掘調査 

里の高台無紬の 青磁 椀 。 岩壁はやや厚く ， 器 高は高い。 ⅡⅠ 一 Ⅱ 5 は 17 世紀後半の資料で ， 

主 取り穴が埋め 戻された時期のものと 考えている。 

n 6 一 Ⅱ 23 は土師器の椀 と皿 。 Ⅱ 6 . Ⅱ 7 は 1 段 撫で面取り手法 D 。 類の大型の皿で ，口 

径 はいずれも 12.5cm を測る。 Ⅱ 8 は 1 段撫で素練 EI 類の大型の皿で ， 底の一部に板屋痕を 

残す。 1 9 は 1 段 撫で面取り手法 D5 類の皿。 nl0 ～ n13 はⅠ 段 撫で素練 El 類の小型の皿 

で，口径は 8 Ⅰ -8,4cm を測る。 n14-n17 ほ 1 段撫で素練手法 E, 類の椀で ， D14- Ⅱ 16 

0 口径は 13.2-13.4cm を測る。 Ⅱ 18. D20 はⅠ 段 撫で素練 E2 類の小型の皿で ，灰白色を 

呈し， 口径はそれぞれ 8.3cm と 8,gcm を測る。 Ⅱ 19 は 1 段 撫で素練 E? 類の凹み 底 小腕。 Ⅱ 

21 は土師器受け 皿。 灰白色を呈し ， 口 縁端部のかえりはあ まく， 口径も 6.Ocm と小さい。 

Ⅱ ii は高台付き土師器 皿 。 高台は後から 貼付けたもので ，底部にほ糸切り 痕を残す。 Ⅱ 23 

は 底部に糸切り 痕を残す土師器 皿 。 

n24 は内面に靖文を 施した瓦器の 椀。 口 縁端部で外反する。 Ⅱ 25 一 Ⅱ 29 は瓦器の羽釜。 

Ⅱ 25- Ⅱ T7 ほ 胸部が球形をなし ， 128, Ⅱ 29 は直線的であ る。 n25 の目縁端部は 横撫でに 

よ る内懐した面をもつ。 押縁端部内面直下には 横 撫でに よ る 回 線を施す。 Ⅱ 26. Ⅱ Ti は三 

脚をもつ小型の 羽釜。 Ⅱ 26 は 鍔 直下に脚の痕跡を 残し，覚面に 煤が付着する。 Ⅱ 2.7 は鍔か 

らやや下がったところに 脚がつく。 口綾 部外面下端には 2 条の四線がめぐる。 Ⅱ 28. Ⅱ 怨 

は 大型の羽釜で 目 縁端部にやや 内 傾する面をもち ，内面は刷毛目調整であ る。 Ⅱ 30 ・Ⅱ 31 

は瓦器 鍋 。 蓋 受 け 部分の屈曲はあ まく，やや新しい 傾向を示す。 

Ⅱ 32- Ⅱ 34 は青磁の椀。 Ⅱ 32 ほ 内面に片切り 彫りに よ る割花文を施す。 D33 は外面に 蓮 

井立 と櫛描 文を施し，内面に 片切り彫りに よ る割花文と 櫛拙 文を施す。 Ⅱ 34 は目録郎が強 

く内湾する椀で ，外面に蓮弁 文と櫛 拙文を施し，内面は 無文であ る。 Ⅱ め ・Ⅱ 36 ほ 白磁の 

椀。 Ⅱ おは 玉縁が大きく 器壁 が厚い。 Ⅱ 36 は玉縁が小さく 器壁 が薄い。 Ⅱ 37 は白磁の皿 

で，見込みに 圏線 がめぐり，底部は 露 胎 であ る。 Ⅱ 38. Ⅱ 39 忙 白磁の壷の ロ 頸部。 Ⅱ 38 忙 

目縁 部 が外 抗 し ， Ⅱ 3,9 は 口 縁端部が丸く 肥厚する。 Ⅱ 40 は 掲粕 陶器 四耳壷 の 口 頸部。 

Ⅱ 43. Ⅱ名は青白磁合子の 蓋 と身 。 Ⅱ 44 は断面が箱 形を呈する合子の 身で， 蓋受 げと底 

部は露 胎 であ る。 Ⅱ 45 は青白磁の水注。 2 本の縦線で覚面を 六分割し ， 間に陽刻の花文を 

施す。 頸部には蓮弁文を 飾る。 注ぎ口の痕跡はあ るが，その形状は 不明であ る。 

Ⅱ 41 . Ⅱ 4m は須恵器のすり 鉢 。 Ⅱ 4f. 且 47 ほ 瓦器の盤。 いずれも底部に 籾圧 痕を残す。 

Ⅱ 麓は 見込みにまばらな 暗 文を施す。 Ⅱ 47 は 口 縁端部がするどく 内にはりだす。 Ⅱ f 一 Ⅱ 

47 は 12-14 世紀の資料であ る。 
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図 9  主 取り入出土の 鋳型と取瓶，完成品想定 図 

このほか，鋳型，取瓶の 破片が尿や 灰 とともに， 土 取り穴の埋土からまとまって 出土し 

た ( 図 9) 。 Ⅱ 48- Ⅱ 51 は，密教法具のひとつ 六器とその 台 皿の鋳型であ る。 Ⅱ 48 一 Ⅱ 50 は 
すさ 

六器の外型で ，                                                                                                                                                           焼き締めたあ 

とで，内側を 粒子の細かな ，ゎ 真土 ( 染地部分 ) で仕上げる。 鋳型の                                                                 

め込んで固定するための 幅木 受 げが彫りく ぱ めてあ る。 これらの鋳型から 鋳造した製品を 

復原してみると ，六器はいずれも 口径約 11 ㎝， 器 高約 4.-lcm を測る。 目縁部の外側を 垂直 

に 面を取ったもので ，仁平 3(1153) 年の紀年鑑をもつ 経筒に共 伴 した化育別所経塚出土の 

六器 ( 福田守 蔵 ) のように，鋳造後口 綾 部を面を取るように 削り ， 「しのぎ」をたてたもの 

と考えられる。 全体として 器高 ，高台がともに 低い低 平 な形であ り，平安後期の 特徴をも 

つ ( 奈良 博 77 コ。 土 取り穴からは 図示したほかにも 六器の鋳型の 小片が多数出土したが ， 蓮 

  



京都大，学 は ;, ￥ 部 構内 AL20E の発掘調査 

弁 飾りを施した ，いわゆる慈覚大師請来 形 のものはなく ，素文系の法具のみが 作られたと 

考えられる， 

Ⅱ田は六器の 台 皿 の 外 型で， 皿形 の祖型ちっくり ，焼き締めた 上に真土を塗って 仕上げ 

る。 六器の鋳型と 同様に，目縁部内側に 幅木 受 げを彫る。 鋳造された 台 ℡は口径約 llcm, 

器 高約 lcm を測る偏平た 皿であ る。 皿はわずかに 内 傾する。 六器の高台の 滑り止めとなる 

「かえし」の 痕跡は不明であ る，一般に素文の 六器と台皿の 口径はほぼ同じであ るものが 

多 1. 、 ， E5¥ の口径もⅡ 48 一 Ⅱ 50 とほ ば 同じであ り， Ⅱ 5l は n48- Ⅱ 50 と組みになる 台 皿の 

鋳型であ る可能性が高い。 Ⅱ 52 は 3 段に段をなす 蓋の内型で，火舎香炉の 蓋に似るがやや 
  

小さい。 Ⅱ 53 は鳥目の痕跡を 残す鋳型であ る。 鳥目を中心に 引型を回転させ ，真土を塗り 

つげながら回転体状の 器形を仕上げたものと 思われる。 Ⅱ 54 は半球形の取瓶。 表面は平滑 

で ・ ，                                                         

                                    ら ， これらの密教法具の 鋳造に関連する 遺物は， いずれも平安後期 

のものと考え           

    

今回の調査では 江戸前期の上取り 穴を検出した。 本調査区の北約 200m の 74 地点 [ 清水・ 

吉野 81 コや ， 比 約 60mm の 134 地点では 14 世紀前葉 - 中葉ごろのもの [ 五十川 86) を，また，約 

100ln 南の 154. 1 お地点では 18 世紀の土取り 穴を検出している : 五十 ハ ・浜崎 89 コ 。 本調査 

区で検 出した 土 取り穴が 17 世紀後半の遺物を 含むことから ，京都大学構内では 土の採取 

            本調査区の北の 医学部構内東北部から 南半部 へ，そ L, て 病院構内北平 部 へと移動して   
いつた二とが 判明した。 なお， 17 世紀の地誌『 菟藝泥赴 Ⅰには，寛文年間 (1661-16735 に 

河の彦四郎なる 男が熊野 社 のすぐ西で土を 掘り ， あ ぎなっていたことが 記されている。 熊 

野 社は本調査区の 南約 500m の地点にあ たり，周辺の 黒谷， 岡崎とともにこの 池 一帯でさ 

かんに土の採取がおこたわれていたことがわかる。 

また， 今回検出した 土 取り穴の形態は 規則性をもたず ， 74. 134 地点の中世の 土取り穴 

に似る。 154. 155 地点の土取り 穴が規模や方位に 多少ながらも 規格性をもち ，組織的な土 

の 採取がおこなわれていたことをうかがわせるのと 大 ぎく異なる。 『立 坑 窯の研究 ロによ 

れば，丹波多紀 郡 の土柿焼きの 陶土は坪単位で 売買され，この 売買のため 土 取り穴は方形 

で規格性のあ ることが報告されている 口 藪内 5 目。 本調査 区 の 上 取り 穴と ， 154. 155 地点の 

ものとの形態の 相違が時期 善 に よ るものか，土地の 権 利関係や ， 土を採取する 組織のあ り 
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- 方に よ るものかなどの 解明は今後の 課題であ る。 

また，平安後期のものと 思われる鋳型，取瓶がまとまって 出土したことは 注目に値する。 

これらの鋳造に 関する遺物が 在地の工房の 存在を示すものか ，施主の注文に 応じて出張し 

て鋳造した一時的なものかは 不明であ る。 ただ，本調査区の 周辺では lll 地点で平安中期 

0 ， 142 地点で鎌倉時代の 鋳造に関連する 遺構や遺物が 発見さたている。 また， l: 、 1.5 地点で   

                                                                                                                                    京都大学の教養部，医学 

部 ，医学部附属病院の 位置する吉田山西 麓二帯は ，古代・中世の 鋳造にかかわる 工人集団 

0 本拠地のひとつであ ったと考えられている [ 五十川 88 コ。 まだ，                                                                       

の 土は陶土として 有名であ るが，諸国の 特産物にまで 言及した 17 世紀の俳論書㌃ 毛吹草』 

図 l0 福勝院 の上林阿弥陀堂 ( 重要文化財 口兵範記ょ 京都大学附属図書館所蔵 より )( 下 ) ほ 拡大図 

  @ り 



京都大学医学部構内 AL20 区の発掘調査 

には，黒谷の 名産として，陶土と 梵鐘の鋳型の 型 士 をあ げている。 黒谷は本調査区の 東南 

東約 800In の地点にあ たる。 本調査図一帯で 採取した土が 鋳型の型 上 に適しているとすれ 

ば，工人集団が 吉田山西龍一帯を 本拠地にした 理由も うなず げる。 

その - 方，本調査圧出土の 鋳型の場合，平安後期のものであ る二と，鋳造したものが 密 

教法具であ ることから，本調査 区 のすぐ東に比定されている 福勝 院の注文を受 け ，その周 

辺で鋳造した 遺物の可能性もあ る。 平信範の日記『 兵範記よ の仁平 2(1152) 年 8 月 28 日の 

条に，鳥羽法皇の 五十 賀算 を設げだときのことが 記されている。 この五十 賀 算は鳥羽法皇 

の 皇后高陽院泰子の 父であ る前大政大臣藤原忠実が ，泰子の御願の 御堂 幅勝院 で設げだも 

のであ る。 この日の記事には 宴の様子とともに ， 福勝院 の元帥阿弥陀堂の 詳細な平面図が 

記載されているく 図 10 ㌔この北林阿弥陀堂にほ 丈六 仏が 供養されていたが ，その中尊の 前 

に万六尺， 高さ一尺一寸， 螺錘 地薄の天壇 が 据えられていた。 天壇の四角には 鍬を立て 

て ，五色の糸をひき ，「四面 備関伽器盛 造花」とあ る。 六器はもともと 悶伽器 と称されて 

いたが，火舎，飯食器，花瓶とともに ， 6 口が 3 組で一面 器 をなすことから ，六器と称さ 

れるようになった [ 佐和・濱田 84 コ。 4 組の一面器を 四面 具 として，天壇 04 面を飾る。 福 

勝 院の場合も四面具を 備え，六器にほ 各面に 6 口ずっ，計 24 口ならべて用いられたと 考え 

られる。 このような，本調査 区 と福 勝 院の位置関係，鋳型の 年代，鋳造製品の 性格から， 

Ⅱ 毬 - Ⅱ引の鋳型が 福 勝院 で用いられた 六器の可能性もあ る。 

以上のよ 5 な 調査の成果に よ り，医学部・ 病院構内一帯の 中世から近世にかけての ， 土 

地利用の変遷 と ，工人集団の 動向や福 勝院は ついての貴重な 資料を得ることができた。 

なお，六器に 関してほ京都国立博物館の 難波洋姉氏，鋳型については 京都市埋蔵 文化財 

研究所の梅川光 隆 氏の 御 教示をいただいた。 末筆ながら，お 礼申し上げます。 
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第 3 章 京都大学北部構内 BD33 区の発掘調査 

浜崎一志 千葉 豊   
本調査 区は北印 l@ 状 地の西端，京都大学北部構内の 中央やや南よりに 位置し，地白川 

  追分町遺跡のほば 中央にあ たる ( 図版 1-180 ，図 11) 。 ここに農学部校舎の 新宮が計画さ 

れたため，これまでの 発掘調査の成果を 勘案し，新宮予定地全域の 発掘調査を実施するこ 

とになった。 北 白川追分町遺跡は ，上緒 町 遺跡，別当 町 遺跡，小倉 町 遺跡とともに ， 北 白 

川扇状地に形成された 遺跡のびとつであ る。 本調査 区 周辺でほ， 123 地点で縄文中期の 竪 

穴住居跡を， 125 地点では縄文中期 - 晩期の河川を ， Hl 地点では縄文後期の 葵 棺墓と配石 

墓を検出している。 56. 135 地点では北白川扇状地内の 微高地の北西斜面と 低湿地の埋没 

図 Ⅱ 調査 区 と周辺のおもな 調査地点 縮尺 け 5000 
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林を発掘し，出土した 多量の動植物遺体から ，縄文晩期を 中心とする自然環境の 復原を試 

みた，このほか ， 54 地点では弥生中期の 方形周溝墓を 発見している。 

また，歴史時代の 遺跡としては ， 8 地点で平安後期 - 鎌倉初頭の瓦溜め ，胡地点で鎌倉 

時代の火葬 塚 ， 125 地点で平安末期 - 江戸後期の水団跡を 検出している ( 図 11, 表 4)0 

発掘調査を実施した 結果，歴史時代の 遺構は農学部 旧 本館の基礎に よ る 撹 乱のため著し 

く破壊されていることが 判明したが，縄文晩期の 遺構と包含層は 良好な状態で 遺存してお 

り，地白川追分町遺跡を 知る ぅ えで貴重な資料を 得ることができた " 

2  層   

本調査区の現地表は ，座上 によ り はば 平坦に造成され ，標高は約 f6. 「 ).5 Ⅲを測る，遺物包 

含 層は 地表 下 約 4.5m まで達しており ，北部構内から 本部・教養部構内にかげて 通有の鍵 

層であ る黄色砂 ( 第 8 層 弥生前期末一中期初頭 ) をはさんで，上下で 堆積の状況が 異なる。 

上層群は青灰色土 ( 第 2 層 ), 灰褐色土 ( 第 3 層 ), 茶褐色土 ( 第 4 層 ), 黄色砂混り暗褐色土 

( 第 5 層 ), 暗褐色砂質 土 ( 第 6 層 ), 灰褐色砂質 土 ( 第 7 層 ) からなり，下層 群 に比して有機   
江戸後期の遺物を 含む青灰色土と 近世初頭の遺物を 含む灰褐色土は ， X=2086 付近で南 

から北に 段 状に下がり，棚田があ ったことを示す。 段 状に下がった 部分には土留めがおこ 

なわれており ，杭の痕跡が 残る。 杭は鉛直方向だけでほなく ，斜めにも打ち 込まれてい 

た 。 125 地点で                                                   近世の本調査図一帯は 南から北に下が 

る 棚田のひろかる 景観 か 復原てきる。 以下 V- 平安後期 一 鎌倉時代の遺物を 含む茶褐色土， 

平安中期 - 後期の黄色砂混り 暗褐色上，平安中期の 灰褐色砂質 土か 黄色砂上面まてつつく   

i X ヰ 2090 l x Ⅰ 2080 

  

  

  表 土 
  青灰色土 

  灰褐色土 

  茶褐色土 

  黄色砂混り暗褐色土 

  
  

64m - 

「 0 62m -- 

6 暗褐色砂質 土     黄白色シルト l4 黒褐色 粘貧 土 
7 灰褐色砂質 土 l2 淡 茶褐色砂質 土 l5 茶褐色 粘貧 土 

8 黄 色 砂 l3 法褐色 粘 貧土 @ 白色砂礫 

10 m 90 l ｜ 暗 白色砂 茶褐色土 0 ｜   

図 @2 調査 区東 壁の層位                       
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これらの上層群は 農学部 同 本館の基礎により ，その大部分が 撹 乱されており ，この時期の 

遺構はほとんど 検出できなかった。 

黄色砂の上面は ， X 臣 2095 付近で南から 北に向かって 約 0 ． gm 下がる " 黄色砂の上面は 

北隣の 195 地点の X 二 2loa 付近で立ち上がり ，本調査区の 北端部から T25 地点の南半部に 谷 

地形のあ ったことが判明した。 

厚さ約 1 Ⅲを測る黄色砂の 下に堆積している 下層 群は ，弥生土器と 長原 式 と船橋式を含 

む 暗 茶褐色土 ( 第 9 層 ), 黄白色シルト ( 第 11 層 ), 滋 賀 里 N 式の土器を含む 渋茶褐色砂質 土 

( 第 Ii 層 ), 淡 褐色糊 質土 ( 第 13 層 ), 縄文前期 - 後期の土器を 含む黒褐色粒質 土 H 第 14 層 ), 

茶褐色糊 質土 ( 第 15 層 ) からなる。 白色砂礫 ( 第 16 層 ) は 無 遺物であ った。 調査区の北部では ， 

黒褐色粒質土を 切り込む河川 SR l の南の端を検出した。 1 お地点では， 蛇行する SR l 

のゴヒ の端を検出しており ，扇状地上の 流路の状況を 知ることができた。 

3  """" 3%   

本調査 区 では，上層群の 遺構はその大部分を 農学部の旧本館の 基礎で擾乱されており   

" 一 """00 

" 一 " 。 ' 。 。 。 

" 一 ""' 。 ' 。 

  15 m       

図 l3 縄文晩期の遺構 縮尺 け Soo 
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京都大学北部構内 BD ㏄ E 発掘調査 

断片的 ; こ 棚田と，土留めの 柱穴を検出したにとどまった。 下層 群 では土塊 SK3-SK6 

の 4 基 と 河川 SR l を検出し - た ( 図版 6 . 7 , 図 13-15)n 

河 J@lSRl は調査区の東北端で 検出した。 SRl は南東から北西にむかって 流れ， 125 

地点で検出した SR l につづく。 検出面からの 深さは約 l ln, 幅は 125 地点の SR l とあ 

わせて約 5 m を測る。 SR l@ ま ， 125 地点で北東から 南西へと流れのむぎをかえ ，扇状地 

上を蛇行していたことが 判明している。 

SK3 は 暗 茶褐色土の直下で 検出した。 不整形な円形をなし ，東西 1.8m, 南北の検出展 

l.f6m, 検出面からの 深さ 0 ・ 2m を測る。 小児 頭 大の石からなる 第百ちともない ，縄文晩期 

後葉の平底の 土器の底部が 1 点だ け 出土した。 

SK4 は 淡 褐色砂質十層の 中で検出した。 平面は楕円形を 呈し，東西 1.gm, 南北の検出 

兵 2.4m, 検出面からの 深さは 0.lm を測る。 SK4 からは， 目録部を欠く 縄文晩期の壺 

(fTT 引 ) がおしつぶされた 状態でまとまって 出土した 0 

S K@ 5     

  

  
S K@ 6   

  一 T 

｜
 

｜
   一 

      
図 l4  玉 坑 SK5 . SK6 
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縮尺Ⅴ 50 
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lY Ⅰ 2665 lY ヰ 2666 

x= 
2093 
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2092 

    

SK@4                                 
  

Y 一 

  

 
 

 
 一

 

 
 

 
 

 
  

 一
 

 
 

 
 

  2 m 

図 @5 玉 坑 SK3 . SK.4  縮尺Ⅴ 50 

SK5 は調査区の南端部 て 東西 3..@m 南コヒ 3.5m にわたって検出した。 深さ 0.2m を 側り ， 

全体 仁 なたらかに落ち 込む。 SK5 からは，滋 賀 里 N 式の土器かまとまって 出土した。 S 

K5 の東約 4 Ⅲの 所て 直径 0 ・ 7m, 検出面からの 深さ 0.lm の焼土のつまった 土塊 SKf を 

検出したか，遺物をともなんす 性格は不明てあ る。 

4  、 止   

遺物は，北部構内から 木部・教養部構内にかけての 鍵層であ る黄色砂層で 大きく 2 群に 

分離できる。 上層 群 出土の遺物は 歴史時代に属し ，下層 群 出土の遺物は 縄文・弥生時代に 

属する。 とくに，縄文時代の 遺物は約 1500 点に達した。 

Ⅲ 縄文・弥生時代の 出土遺物 ( 図版 8 ～ 11, 図 16-27) 

黄色砂層より 下位で見つかった 遺物は，少量の 弥生前期土器および 石器を除くと 縄文土 

器であ る。 縄文土器は双期末葉 - 後期前葉と晩期後葉の 2 つの時期に大別できるが ，主体 

をしめるのは 晩期後葉の土器であ る。 以下，時期別に 説明を加えることにしよう。 

fmm l- Ⅲ 3 は，前期末葉，大歳出 式 。 地文に RL 縄文を施し ， 刻みを加えた 白帯をめぐ 

らす。 Ⅲ 1 . Ⅲ 2 は世帯上を叉状に 加 T した施文具で 押し引き状の 刻みを加え，口唇の 内 

外端部にも同一の 施文具で刻みを 加えている。 Ⅲ 3 は 箆状 工具に よ る軽 い 刻みを加えた 凸 

帯を垂下させる。 
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京都大学北部構内 BD ㏄区の発掘調査 
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Ⅰ 5 cm 

図 l6 縄文前期の土器 (fTTl 一 Ⅲ 3 大歳出 式 ), 縄文中期の土器 (M4 船元 I 式， Ⅲ 5 船元 n 式 ， 

Ⅲ 6 車 木 Ⅱ 式， Ⅲ 7- Ⅲ 23 北 白川 C 式 ) 縮尺Ⅴ 3 
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図 l7 縄文後期の土器 (m24 一皿 4l 北 前 ll 上層 式 ) 縮尺 l た 
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京都大学北部構内 Bm33 区の発掘調査 

Ⅲ 4 一 Ⅲ 23 は中期の土器。 Ⅲ 4 ほ口 頸部が キャり 』 一 形を呈する 深鉢 。 幅 U7ssD を測る幅 

広の C 手爪形文を口頸部には 波状に， 胴 上部には横位に 浅く ， 密に施文している。 中期初 

頭， 船元 Ⅰ式に属する。 Ⅲ 5 は 口 緑郎直下に 2 条の沈 線 を横 志 させ，洗練 間 に右下がりの 

刻みを加えている。 船元 Ⅱ 式 。 Ⅲ 6 は撚糸文を地文にもつ 深鉢 の 胴部 。 中期後葉，聖水Ⅱ 

式 。 Ⅲ 7- Ⅲ 23 は中期末葉，地白川 C 式に属する 深鉢 。 諸種の分類に 関しては， 泉拓 良の 

分類 [ 泉 ほか 85) によった。 Ⅲ 7- Ⅲ 1 . Ⅲ 13 一 Ⅲ 15 は目縁 下 に口 縁 郁文様帯を配する 深 

鉢 A 類 。 Ⅲ 7 一 Ⅲ 10 は目縁 部 と 胸部を隆帯 で区画する 深鉢 A l 類 ，Ⅲ 11 . Ⅲ 13- Ⅲばは 口 

緑郎 と 祠部の境に横位に 連孤立をめぐらせる 深鉢 A4 類であ る。 Ⅲ 12 は目録郎が屈曲し ， 

突起状山形 口縁 をもつ 深鉢 C 類 。 胴 上部に隆 帯 で渦巻区画 文 を描 き ，区画内在は 多 条沈 線 

を充填している。 日録部も同様の 文様配置をとるものと 思われる。 Ⅲ 16- Ⅲ 20 は 深鉢 A- 

C 類の胴部。 Ⅲ 21- Ⅲ 23 は地文に縄文のみをもつ 深鉢 D 類 。 Ⅲ 21 は口唇にも縄文を 加えて 

いる 0 

皿 24 ～ 皿 穏は後期前葉の 土器 " Ⅲ 25 ～Ⅲ 28 は，緩帯 文 土器。 Ⅲ 24 は口唇を内側に 肥厚さ 

せ，主文様部が 突起状となる。 主文様に渦巻文と 弧線文を描き ， 従 文様に長方形区画文を 

描いて， TI?lJK 縄文を充填している。 頸部は外反し ， 頸胴 部の境には数 集 の洗練がめぐる。 

Ⅲ 25 は屈曲した目縁 部 に沈 線を 2 条潰走させ， I,R 縄文を充填している。 Ⅲ 26 は 内抗 した 

短い ロ 緑郎 に 1 条の沈 線 がめぐり，関東の 堀之内 1 式に通じる特徴をもつ。 Ⅲ 27- Ⅲ 34@ 

祠部資料。 Ⅲ 27 は条線文を垂下させる。 W26 は地文に LR 縄文を施してから 洗練 を 3 一 5 

条垂下させる " Ⅲ 29- Ⅲ 34 は胸部 に 縄文のみを加えた 土器で，頸綱部の 境に界線として 沈 

線を加えるⅢ 29 一 Ⅲ 31 と加えないⅢ 32- Ⅲ 34 があ る。 m35- Ⅲ 40 は無文 深鉢 。 Ⅲ 35 は外面 

二枚貝に よ る調整痕を残し ， 口 綾部に半円形のえくり 込みを有する。 Ⅲ 36 は 目 縁部内面に 

断面 V 字形の刻みを 有する。 u141 は無文 浅鉢 。 後期の土器のうち ，Ⅲ 24 一 Ⅲ 26 . Ⅲ 28 は北 

白川上層 式 1 期に属し ， 他の土器も北白川上層 式 としてとらえられよ う 。 

以上，説明を 加えた前期末葉 - 後期前葉の土器の 大部分は，茶褐色粒質 土おょひ 黒褐色 

砧質土 より出土しており ，さらに上層からも 少量出土していて ，前期，中期・ 後期の土器 

かそれそれ層位的に 区別される出土状態は 示していなかった。 晩期後葉の土器は 扶褐色粒 

質 土 以上 て 出土していて ，それより下位の 土層からは見つかっていないの て 茶褐色粒質 

土 ，黒褐色相 質上 に関しては後期まての 堆積層てあ ることかわかる。 

一方，晩期後葉の 土器は， 淡 褐色糊 質 土から上位の 層 おょひ SK3 ～ SK5 から出土し 

ていて， 後て述 へるように，層位・ 遺構によって 土器の様相に 差異かあ る。 
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図 l8  SK5 出土縄文土器㈲ (fmm42- Ⅲ 50 滋 賀 里 Ⅳ 式 )  縮尺 l/5 

Ⅲ 42 ～Ⅲ 60 は SK5 出土土器。 Ⅲ 55 は頸部に 2 条の横線をめぐらし ，祠部 に 3 条 1 単位 

の沈線を曲線的に 配する。 後期前菜，地白川上層 式 1 期に属し，混入品と 判断される。 Ⅲ 

42 一 Ⅲ 44. Ⅲ 5f. Ⅲ 57 は， 凸帯 をもたない無文 深鉢 。 口唇には，Ⅲ 57 を除いて刻みを 加え 

ている。 Ⅲ 57 は内面に粘土帯の 接合 痕 が明瞭に残る。 Ⅲ 45- Ⅲ 49. Ⅲ 58. 1n59 ほ 1 条 列目 

凸 弔文 深鉢 。 口唇上にもすべて 刻みを加えている。 Ⅲ 47 は層部に半裁 竹 管状工具に よ る C 

手爪形文がめぐる。 また，Ⅲ 48 は同様の位置に 半裁 竹 管状工具に よ る洗練が横走する。 刻 

みは 箆状 工具に よ る D 字 刻みが大多数だが ，Ⅲ 4f は 凸帯 上のみ 指 おさえにょ る 刻みが施さ 

れる。 Ⅲ 49 は口径 17.8cm を測る，小型の 深 鉢 であ る 0 Ⅲ 60 ぱ深鉢 の頸腕部。 頸部は撫で， 
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図 lg  sK5 出土縄文土器 (2)(fmm5l 一皿 5W 滋 賀 里 Ⅳ 式 )               
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図 20  SK5 出土縄文士 轍 8)( Ⅲ 5.M 北 白ハ @ 層式 ，Ⅲ 56- Ⅲ 60 滋 賀 里 Ⅳ 式 ) 縮尺Ⅴ 3 

胸部は削って 仕上げている。 Ⅲ 00 は 深 鉢底部 " SK5 出土の深鉢の 底部はこの 1 例のみで 

あ る。 Ⅲ 51- 皿 53 は口頭部 が             字形に屈曲する 浅鉢 。 Ⅲ 51 は口頭部が外反し ， 口 縁端 

部は 実状を呈する。 祠部は削って 仕上げ ， 他は研磨する。 Ⅲ 52 はロ縁直下に ，                     

白帯をめぐらせる。 Ⅲ 53 は波状を呈し ， 上からみて 波 頂部が角ぼって 見える 浅鉢 。 口 縁端 

24 



遺   

                              
  

  
  

    
  

Ⅲ 6l 

部 と肩 部 に断面姉角形の 凸 帯 をめぐ 

らせ， 日録部内面にえぐり 状の沈線 

を施す。 全面，丁寧に 研磨する。 Ⅲ 

5W は刻みのない 白帯皮を口綾部 に 貼 

付けたボウル 状を呈する 浅鉢 。 休部 

は削って仕上げる。 

SK5 出土土器は ， Ⅲ、 t5 の明らか 

な後期の混入品を 除けば，密集した 

出土状態を示しており ，時期的な一 

活性を検討する 必要があ ろう。 この 

点については 節を改めて詳論した 

い 0 
  40 cm     Ⅲ 61 は SK4 出土土器。 目 縁部を 

図 2@  SK4 出土の縄文土器 縮尺 l/8 欠失する。 残存 器 高 56.8cm, 祠部員 

大経 55.Ocm を測り，祠部が 張り出す大型の 壺であ る。 胸部外面には 削り痕を残し ，頸部外 

面は撫でて仕上げている ，内面上半には ，上下幅 1.5 一 2cm の粘土帯の継目が 明瞭に残って 

                                                                                  もっ平底であ る。 混和 材 として，角閃石を 多量 

に含む。 大型の壺は船橋 式 より顕著になる 器種 であ り， 本 例は船橋武 - 長原式の時間隔で 

とらえることができよう。 

Ⅲ 62- Ⅲ 102 は包含 層 出土土器。 Ⅲ 80- Ⅲ Sm は頸部が外反する 無文 深鉢で ， 口唇上に刻 

みを有する。 滋 賀 里 Ⅲ b 式の主体を占める 深鉢 であ るが SK5 出土の一括資料からも うか 

がえる ょ 5 に滋 賀 里 Ⅳ式にまで残存すると 考えてもよい。 1 条白帯文保 鉢と 同一層位ょり 

出土しており ，また，滋 賀 里 Ⅲ b 式に特徴的な 浅鉢 がまったく出土していないことを 考慮 

すれば，滋 賀 里 Ⅳ式に属する 可能性が高いであ ろう。 

Ⅲ 62- Ⅲ 69. Ⅲ 83 ～Ⅲ 95 は 1 条 凸 侍立 深鉢 。 山苧には 箆状 工具による D 字 ， 0 字 刻みが 

施されるが， fmm64 は二枚貝，Ⅲ 67 は半裁 竹 管を用いた刻みが 加えられている。 口唇は面取 

りする例が多いがⅢ 67. Ⅲ 69 は刻みを加えておらず ，面取りも部分的で 安定していない。 

Ⅲ 62 は白帯が口縁端部の 位置にあ り，白帯高が 低いことも含めてやや 異質であ る。 白帯以 

外に文様を加える 例が少数あ る。 Ⅲ 66 は頸部に 箆状 工具に よ る斜格子女，層部に 同じ工具 

で 洗練を横 志 させ，刻みを 加えている。 Ⅲ 67 は層部 に箆 描きに よ る浅い波線が 横走する。 
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図 22 縄文晩期の土器㈹ (T62- Ⅲ 7@ 滋 賀 里 Ⅳ 式 ) 縮尺Ⅴ 5 
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図 23 縄文晩期の土 割 2)(n172 滋 賀 里 Ⅳ 式， Ⅲ 73- Ⅲ 75 長原 式 ，Ⅲ 76. Ⅲ 77 底部 ), 
弥生前期の土器 (11178. Ⅲ 79) 縮尺 75 

底部まで全体の 形状のわかる 例はないが，Ⅲ 71 のような 丸底 になるものが 一般的であ ろう。 

Ⅲ 70 は直線的に立ち 上がる 鉢 。 磨いて仕上げる。 Ⅲ 72. Ⅲ 99- Ⅲ 102 は 口 頸部が i- く 」字 

形に屈曲する 浅鉢 。 Ⅲ 72. Ⅲ 100 は手口 縁で 刻みのない白帯を 口 縁 直下にもっ。 Ⅲ 100 は 口 

綾 部内面にえぐりを 加え， 肩部に 段を有する。 Ⅲ 99 は波状日録 で ，局部にえぐるような 洗 

練が横走する。 祠部外面は削り ，他は研磨する。 胴 02 は内外面，丁寧に 撫でて仕上げる " 

これら 1 桑山帯皮 深鉢 および 鉢 ・ 浅鉢は ， ほば 滋 賀 里 N 式に比定できる。 ただし，口唇 

を刻まない 深鉢 はやや新しい 様相であ り， Ⅲ 67 の層部 に 1 条 洗練をめぐりせる 深鉢は ， 2 

桑山帯出現 期 に属すると考えられている [ 泉 89) 。 また，Ⅲ 99 の波状目縁 浅鉢 @5K5 出土 

のものと比較して 層部の白帯が 沈 線 に変化してして ， 2 条 凸 帯出現 期 に属する伊丹市日浦 
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図 24 縄文晩期の土器㈹ (T80- Ⅲ 95 滋 賀 里 Ⅳ 式， Ⅲ 96 船橋 式 ， Ⅲ 97 . Ⅲ 98 長原 式 ) 縮尺 1/3 
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京都大学北部構内 BD33 区の発掘調査 

井 遺跡第 6 次調査第 2 トレンチの資料中に 類例が求められる ( 浅岡 88pp.136,7%Jo 

Ⅲ 96 は，目縁直下と 肩 部に凸帯のづ く 深鉢 。 白帯には D 字 刻みを施す。 層部で屈曲しな 

: 、 形態は長原 式 。 こ 類似するが，刻みの 形状と口綾部曲帯の 位置は船橋 式 に特徴的なもので 

あ る，Ⅲ 乃 - Ⅲ 75. Ⅲ 97. Ⅲ 98 は 目 縁端部と肩 部に凸 帯を右する 深鉢 で長原 式 に比定でき 

る 。 Ⅲ 75 は 凸帯 貼付け双に，細密条痕で 縦位 に調整し， 胴 下半はさらに 磨いている。 京都 

市高倉宮下層遺跡に ， このような調整を 施した類例があ る [ 京都文化財団 88pp.87Jo ID76 

・Ⅲ 77 は底部 " 田 76 は 丸底 ，Ⅲ 77 は平底の形態を 呈する。 

Ⅲ 78. Ⅲ 79 は弥生前期の 土器。 m7m は壷の口 綾 部 で ，内外面と 朗ご 磨いて仕上げる。 目 

縁部下端に明瞭な 段をもつ。 Ⅲ 79 ほ 襄で，内外面ともに 磨いている。 

以上，説明した 縄文晩期，弥生前期の 土器のうち，滋 賀 里 Ⅳ式が淡褐色糊 質土 ，渋茶褐 

色砂質 土よ り出土しているのに 対し，船橋 式 ，長原 式 ，弥生前期の 土器は黄白色シルト ， 

暗 茶褐色土 よ り出土している。 層位的なあ り方では，滋 賀 里 N 式 と船橋 式 ・長原 式 ・弥生 

前期の 2 つのまとまりに 分離できる。 このまとまりは ，比隣の BE33 区の調査でもみとめ 

られており [ 泉 ・三宅 86J, 本調査区の北西約 250 皿に位置する RF31 区の調査でも ，層位 

的に，滋 賀 里 Ⅲ b 式 ・滋 賀 里 Ⅳ 式 と船橋 式 ・長原 式 のまとまりに 分かれる出土状況を 示し 遺跡の継続性を 考える上で，注目すべき 現象であ ろ 伶 @@ @ ・ 

出土した石器にほ 石鎌， 削器 ， 磨製 石斧，四百，踏石， 剥片，石核があ る。 Ⅲ ¥Q3 は 石 

鉄 。 サヌヵィト 製で基部を欠損する。 ml0 仝は定席 式磨 築石斧。 Ⅲ 105 . Ⅲ 106 は四百。 Ⅲ 106 

ほ SK5 出土。 Ⅲ 107 は 唐石 。 南平坦面とも 磨った痕跡を 有する。 

(2) 歴史時代の出土遺物 ( 図版 12, 図 27) 

Ⅲ 108- 皿 119 は灰褐色砂質 土 出土の遺物であ る。 Ⅲ 108- Ⅲ 110 は「 て 」字釈目縁手法の 

土師器 皿 ，Ⅲ 111 . Ⅲ 112 ほ緑袖 陶器の椀で， 皿 11 は土師 質 ， Ⅲ 112 は 須 志賀にそれぞれ 焼 

成されている。 Ⅲ 113 。 ま線 粕 陶器の皿で見込みに 陰刻に よ る割花文を施す。 Ⅲ 114. Ⅲ 115 

は土師器 襄 。 Ⅲ 115 は口径約 27cm を測る大型の 葵。 Ⅲ 116 は土師器の高台付きの 鉢 。 Ⅲ 117 は 

須恵器の円面 硯 。 脚部に箆で縦方向の 沈線を加えている。 Ⅲ 118. Ⅲ 119 は黒色土器の 華。 

ともに日録部内面には 箆 磨きを施す " 月面 硯 をのぞ ぎ ，いずれも l(W 世紀ごろの遺物と 考え 

られる。 

Ⅲ 120- Ⅲ 25 は黄色砂混りの 茶褐色土出土の 遺物であ る。 Ⅲ 120- Ⅲ 123 は「 て 」 字 状日 

緩手法の土師器 皿 。 Ⅲ 24. Ⅲ 9.5 は土師器の杯。 Ⅲ 24 は 目 縁端部を小さく 外に折り曲げ 

る。 これら ほ ，いずれも 10 世紀ごろの遺物と 考えられる。 
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図 27  灰褐色砂質 土 出土遺物 (1Il08 一 Ⅲ ll0. Ⅲ l14 一 Ⅲ llf 土師器，Ⅲ lll 一 Ⅲ ll3 緑紬 陶器， 

Ⅲ ll7 須恵器， Ⅲ ll8, 皿 ll9 黒色土器 ), 黄色砂混り暗褐色土出土遺物 (fmml20 一 Ⅲ l25 土 

師器 ), 茶褐色土出土遺物 (Ml226 一 Ⅲ l29 土師器， Ⅲは 0 白磁 ) 

Ⅲ 26 ～Ⅲ 130 は茶褐色土出土の 遺物であ る。 Ⅲ 26. Ⅲ 127 は 2 段撫で素線手法の 調整を 

施す土師器 皿 。 Ⅲ 127 は目録郎がやや 外 反する。 Ⅲ 128 は 2 段撫でつまみ 手法の土師器 皿 。 

Ⅲ 129 ほ 2 段撫で素練手法の 土師器小皿。 Ⅲ 130 は白磁 椀 。 目縁は外面下端の 構撫でに よ り 

外 反する。 外面下半部は 露 胎で， 削りの痕を残す。 以上の遺物は 12 世紀のものであ る。 
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5  S K 5 出土縄文土器の 編年的位置づけ 

前節で述べた よ うに， SK5 から出土した 土器は ， 狭い範囲から 密集して発見されてお 

り，一括性が 高く，時期的限定性の 高い資料であ ると判断される。 ここで は， 個々の土器 

の 特徴や系譜等，さらに 詳しく検討し ，本土器群の 位置づげについて 考察した い ， 

無文保 鉢は 師部が覚反し ，祠部がやや 膨らむ形態をとる。 Ⅲ 57 を除いてロ唇にも 刻みを 

加えている。 外面の調整手法は ，頸部でほ撫でが 多く，祠部では 削りが主体をしめる ( 表 

い，工具を変えるかあ るいは調整の 方向を変えて ，頸部 と 腕部を区別している。 こ うし 

た 特徴をもつ 深 鉢は滋 賀 里 Ⅲ b 式の主体をしめる 器種 であ るが，滋 賀 里 Ⅳ式の基準資料と 

考えられる東大阪市 鬼塚 遺跡 中 ・下層出土土器 [ 泉 8866h コ にも存在している。 次に述べる， 

滋 賀 里 Ⅳ式のⅠ桑山 帯 文保 鉢と 共存していると 考えても問題はないであ ろう。 滋 賀 里 Ⅲ b 

式 段階では，内面，頸腕部の 境に明瞭な稜が 形成されるのに 対し，本質料ではなだらかに 

移行している 点が細かな差異として 指摘でき，年代的変化が 予測される " 

1 桑山背丈 深鉢は 出土土器の主体をしめる 器種で ，屈曲する 肩 部を有し， 口 緑郎 よ り や 

や 下がった位置に 刻目凹弔文を 施すも                   滋 賀 里 Ⅳ式の主要な 諸 種であ る。 山市上 

            口唇上にほすべて 刻みを有する。 凸 帯の刻みの形態 は 表 2 のとおりであ る，             

世帯の刻みの 分類 は ， 家根祥 多の分類 [ 泉 ほか 85; に よづた 。 すべて a l 型に属し， D 字 ， 

0 字 刻みが多い。 特殊なものとして ，Ⅲ 46 は指でねじるよう いこ 刻んでいる。 また，Ⅲ 45 が 

工具に二枚貝を 使用しているほかは 箆状 工具を用いている ，外面の調整は ，頸部では撫で 

がやや多いが ，二枚貝とほぼ 拮抗しており ，胸部では削りが 多く，撫でもみられる ( 表 lL 。 

頸 祠部は調整手法を 変えるのが原則であ る。 また，層部に 半裁 竹 管状工具を用いて ，Ⅲ 47 

は C 手爪形文，Ⅲ兜は 横走 沈 線を施す。 爪形文は瀬戸内地方の 原下層 式や前池式 に特徴的 

表 1  深鉢 外面の調整手法 @ 体数 ) 表 3  S K 5 の 器種 組成 

調整手法 頸 部 腕 部 個体数 

器 種 撫で削り二枚貝 l 撫で削り二枚貝 深 無 文 深 鉢                     

無文 深鉢 l             

 
 

 
 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

缶
や
 

 
 

 
 

 
 

帝
土
 

 
 条

 

 
 鉢

 

波状日録方形 浅鉢 1 ( 5.6%) 

表 2  世帯の分類 ( 個体数 ) 

亥 l1  目 

深林 A 類 D 刀 ¥DV O   特殊 

        4(50%)@ 0(0%)@ 3(37.5%)@ 0(0%)@ 1(12.5%) 
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ボウル影山苧 浅鉢 1 ( 5.6%) 

才 J Ⅱ 貢ナ 4 (22.4%) 
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SK5 出土縄文土器の 編年的位置づ け 

な 文様要素であ り，撰定洗練 は 爪形文の退化形態と 推定することもできる。 

浅鉢は ， 口 頸部が比較的長く ， 肩部 で屈曲するものとボウル 形の単純な形態のものがあ 

るがいずれも 滋 賀 里 N 式の浅 鉢 としてとらえられるものであ る。 前者は 3 点出土して， そ 

れぞれ細部の 形状を異にする。 Ⅲ 5., はいわゆる波状日録方形 浅鉢 であ る。 方形 浅鉢は ， 長 

頸の鍵形波状 日縁浅鉢 にその祖型を 求め，形状の 変化から数段階の 変遷が型式学的にとら 

えられている [ 泉 89 コ ，鍵形 目 縁を残す段階，屈曲部が 西清に変化した 段階，山苧が 沈 線に 

変化した典型的な 方形 浅 鉢の段階，方形を 呈さなくなる 段階と大きくその 変遷をとらえれ 

ば， 本 資料はその第 2 段階とすることができる。 Ⅲ 52 の辛口 縁で凸帯のづ く 浅 鉢も同様に 

長頸の鍵形日録の 浅 鉢からの系譜でとらえられよ う 。 凸 帯の形状はⅢ 59. Ⅲ 54 が断面蒲鉾 

              Ⅲ 59 は三角形を皇している。 Ⅲ 53 の世帯が断面姉角なのは 目 縁の屈曲部が 白帯に転 

化したためと 理解できる。 山苧のっかない 長頭 浅鉢は ，滋 賀 里 Ⅲ b 式の長 頭浅 鉢から直接 

的な系譜でたどられよ う 。 

深 鉢の底部と思われるものがⅠ点出土している。 わずかに上方へ 立ち上がり， 外 傾する 

平底を呈する ，外面は縦方向の 削りの後，軽く 撫でており，内面は 撫でて仕上げている。 

底部は滋 賀 里 Ⅳ 式 まで九度でそれ 以降，平底が 2 条白帯の出現とともに 九州地方からの 影 

響によって出現してくるととらえられており [ 塞板 81 .84 コ， 共伴 とすればもっとも 古い例 

となる。 混入の可能性も 含めて，類例の 増加をまって 再考したいと 考える。 

出土土器の器 種 組成は表 3 のとおりであ る，量的にやや 少ないという 問題は残るが ，こ 

れほごく短期間に 使用された土器の セッ，を 反映したものとも 想定される。 深鉢と浅鉢の 

比が 3 対 1 と 4 対 1 の間を示し，この 割合は西日本の 縄文中期末以降の 組成 比と 考えられ 

ている値であ り [ 泉 86b コ ，伝統的な 器種 組成を保っていることをみてとれる。 

以上， SK 、 @ 出土の土器について ，細部の特徴についてふれながら ，年代や系譜等の 問 

題 について若干言及してきた。 平底底部の存在など 一括 性 にやや疑問を 残す要素も存在す 

るが， ほば 滋 賀 里 Ⅳ式に属する 時間的限定性の 高い資料であ ると評価できよ 5 。 

滋 賀 里 W 式をめぐっては ，その後半段階あ るいは滋 賀 里 N 式 と船橋式の間に 位置づげら 

れる時期として ，近年，「日酒井 期 」が設定されている [ 泉 86a) 。 「国酒井 期 」には少量で 

はあ るものの既に 2 条西市が出現しており ，方形 浅鉢も凸帯 が沈 線 に変化した，さぎの 分 

類の第 3 段階のものであ り，また， 凸帯 のつかない無文保 鉢 が消滅していることなど ， S 

K5 出土資料とは 様相が大きく 異なり，「日酒井 期 」は SK5 よりも新しい 段階のものと 

み とめることができる。 
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一方，滋 賀 里 N 式の前半の基準資料としては 東大阪市 鬼塚 遺跡 中 ・下層出土土器が 指摘 

されている ( 泉 86b1 。 鬼塚 遺跡 中 ・下層資料と SK5 出土資料は よ く似た構成を 示してお 

り．近似した 年代が想定される。 ただし詳細に 検討すると， 鬼塚 遺跡 中 ・下層では SK5 

にない鍵形日録短頭 浅鉢 があ ること，波状目録 浅 鉢は鍵形目縁を 呈すること， 深鉢 では， 

口唇や凸市上に 刻みを有さないものが 一定量あ ること，層部 が シャープに折れ 曲がり，稜 

を形成すること ，頸部調整の 二枚貝が少ないこと ，あ るい ほ 爪形文の位置が SK5 では 胴 

部 上端なのに対して ，頸部下端の 位置を占めることなど 細かな点では 様相を異にしている 

ことがわかる。 こうした様相の 差異が年代 差 なのか，あ るいは地域差・ 系統差を反映して 

いるのかは，慎重な 検討を要する 問題であ るが 鬼塚 遺跡 中 ・下層にあ る鍵形目録短頭 浅鉢 

が 滋 賀 里 Ⅲ b 式の系譜をひく 古い様相を有していることや 鬼塚 遺跡 中 ・下層の波状目縁 浅 

鉢 はさきの分類の 第 1 段階， SK5 のものは第 2 段階 セこ 属することを 重視すれば， SK5 

出土土器は鬼塚遺跡 中 ・下層出土土器よりもやや 新しい様相を 示していると 推定すること 

ができよう " ただし， SK5 出土土器は量的にやや 少ない点や一括性の 厳密な検討等， 問 

題を残しているので ，ここでは滋 賀 里 Ⅳ式の前半期が 年代的にさらに 細かくとらえらる 可 

能性があ ることを指摘するにとどめ ，今後に対する 問題提起としておきたい。 

以上， SK5 出土土器から 派生する問題についてふれた。 すでに，土器の 様相について 

みたよらに，そしてまた ， この段階に稲作の 波及が想定されているよ う に ( 泉 86a コ ，「日 

酒井 期 」は大きな変革の 開始期であ り，土器の変化という 点では 2 条白帯の出現をもって ， 

それ以前と大ぎく 区別することができる " 2 条白帯出現双段階に 位置づけることができる 

SK5 出土土器は，稲作をはじめとした 新しい要素が 西方 よ り流入し，土器も 大ぎく変容 

していく直前段階の ，縄文的 器種 組成を よ く保持した姿として 理解することができるであ 

ろう。 

    

本調査区を含む 北白川追分町縄文遺跡は ，過去数次にわたる 発掘調査によって ，地点に 

よって検出される 遺構の種類や 時期が異なっていることが 明らかになりつつあ る ( 図 11 ㌔ 

中期の遺跡としては 123 地点の竪穴住居跡 m( 清水 84J, 後期のものとしては lU 地点の委 @: き 

・ 配 石基 ( 中村 7 ヰ h コ ，晩期のものとしては 16 地点の集荷 墓 [ 吉野ほか 77 コなどがあ る。 この 

ほか， 125 地点では晩期の 河川 [ 泉 ・三宅 86 コ を ，また， 5G 地点では晩期に 埋没した， 北自 

川 扇状地の微高地北西斜面と ， 西に広がる後背湿地を 検出した。 後背湿地を埋める 泥炭質 
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り Ⅱ 結 

士からは， トチ ， ヵシ ， クル ; などの堅果 類 が多量に出土しており ， 56 地点のあ たりが食 

料採集のひとつの 場であ ったと考えられている [ 京 大理文研 85 コ。 この ょう な調査の結果か 

ら， 微 高地上を住居や 墓地に利用し ，周辺を食料採集の 場などに利用していたことが 遺跡 

のひろがりの 中でとらえられつつあ る 0 

本調査 区の SK5 からは，多量の 土器が出土し ，その東側において 同じ検出面で 焼土 坑 

SK.6 を検出したこととあ わせて，晩期後葉，滋 賀 里 Ⅴ 式期 にはここで生活が 営まれてい 

たことをうかがわせる。 また，滋 賀 里 N 式 土器の分布は 調査区の南半にかたよっており ， 

この時期の遺跡の 中心はやや南よりにあ ったものと推定される。 

また， SK4 からは晩期後葉，船橋 式 ～長原 式 に属する押縁部を 欠く大型の壷が 1 個体 

のみ出土した。 胎土に角閃石を 多量に含む，いわゆる 生駒 西 電産の土器の 特徴を有してい 

る " SK4 ほ 墓などのあ る特殊な性格をもった 遺構であ る可能性があ る， 

今回の調査で 出土した遺物は 縄文晩期後葉の 土器が主体をしめている。 SK5 出土土器 

        すでに述べた 2 5 に滋 賀 里 N 式の編年細分を 進める ぅ えで重要な資料となろ う 。 また， 

それ以外にも 縄文晩期後葉の 良好な土器や 弥生前期のもっとも 古い特徴を有する 土器など 

がみつかつており ，京都盆地東部における 縄文から弥生への 変遷を明らかにする ぅ えでの 

新たな資料とすることができる。 

縄文晩期の土器に 関して，立命館大学の 家 根祥 各氏，古代 肇協禽 の 南 博史氏，岡山県古 

代吉備文化財センタ 一の平井勝茂より 有益なご教示をいただいた。 末筆ながら，お 礼申し 

上げます。 
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                  l973 年 『京都大学農学部総合 館 周辺埋蔵 文化財発掘調査の 概要 コ 

l974 年 a  『京都大学農学部総合 館 地棟建設予定地内埋蔵 文化財発掘調査の 概要 Id 

l974 年 b  「京都大学理学部ノート " イオトロン実験装置 室 新宮工事に伴う 埋蔵 文化財 

発掘調査の概要 8 

l975 年 『京都大学農学部総合 館 地棟建設予定地内埋蔵 文化財発掘調査の 概要 UJl 

奈良 博 ( 奈良国立博物館 ) l977 年 ロ 経塚造主ヨ 

藤岡謙二郎 l973 年 「地白川扇状地と 教養部構内発見の 遺物包含 層 並びにその先史地理学的意義」 

T 人文 コ 第 l9 集 

象限 祥多 @98l 年 「晩期の土器 一 近畿地方の土器 一 」『縄文文化の 研究 8 4, 縄文土器 n 

l984 年 「縄文土器から 弥生土器へ」『縄文から 弥生 ヘョ 

藪内 浦 l955 年 ア 立坑窯の研究   技術・生活・ 人間   コ 

横山浩一   佐原 眞 @9f60 年 『京都大学文学部博物館考古学資料目録』 第 l 部 日本先史時代 

吉野治雄ほか 1977 年 「農学部遺跡 BE3, 収の発掘調査」『京都大学構内遺跡調査研究年報 昭和コ 

年度 コ 
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京都大学埋蔵 文化財研究センター 要項 

第 l 条 京都大学に埋蔵 文化財研究センター ( 以下「センター」とし 5 。 ) を置く。 

第 2 条 センターは，京都大学敷地内の 埋蔵 文化財についての 調査研究及びその 保存のため必要な 業 

務を行 5 。 

第 3 条 センタ一にセンター 長を置く。 

2  センター長は ，京都大学の 専任の教授をもって 充てる。 

3  センター長の 任期は， 2 年とし，再任を 妨げない。 

4  センター長は ，センタ一の 所務を掌理する。 

第 4 条 センタ一に，必要に 応じて，助教授，助手その 他の職員を置く。 

第 5 条 センタ一に，調査研究及び 保存に関する 業務を処理するため ，研究部を置く。 

2  研究部に主任を 置き，双条の 教官をもって 充てる。 

3  主任は，研究部の 業務をつかさどる。 

第 6 条 センタ一にセンタ 一の事業に関する 基本的計画，人事その 他管理運営に 関する重要事項を 審 

議するため，運営協議会を 置く。 

2  運営協議会は ， 次の各号に掲げる 委員で組織する。 

㈲ センター長 

㈲ センタ一の研究部の 主任 

㈹ 前 2 号以外の学識経験者のうちから 総長の委嘱した 者 若干 名 

㈲ 事務局長及び 施設部長 

3  センター長は ，運営協議会を 招集し，議長となる。 

4  前各項に規定するもののほか ，運営協議会の 運営に関し必要な 事項は，運営協議会が 定める。 

第 7 条 この要項に定めるもののほか ，センタ一の 組織及び運営に 関し必要な事項はセンター 長が定 

める。 

センター長 西川 幸治 ( 工学部教授 ) 運営協議会委員 榊原 郁夫 ( 施設部長 ) 

運営協議会委員 小野山 館 ( 文学部教授 )   究 部主任 清水 若俗 ( 文学部助手 ) 

  底地 利明 ( 文学部教授 ) 研究部研究員 五十川伸夫 ( 文学部助手 ) 

  川 X  長世 ( 法学部教授 )   浜崎 一志 C 「学部助手 ) 

  上田 正昭 ( 教養部教授 )   宮本 一夫 ( 文学部助手 ) 

  足利 健 亮 ( 教養部教授 )   難波 洋姉 ( 文学部助手 ) 

  東村 武信 ( 原子炉実験所教授 )   干葉 豊 ( 文学部助手 ) 

  鎌田 元一 ( 文学部助教授 )   西川恵美子 ( 施設部教務補佐 員 ) 

  山中 一郎 ( 文学部助教授 )                竹内 書経 ( 施設部事務官 ) 

  石田 忠助 ( 理学部助教授 )   中村 美代 ( 施設部事務補佐貫 ) 

  林 昭三 ( 木材研究所助教授 )   菅原 令子 ( 施設部事務補佐貫 ) 

  清水 芳裕 ( 文学部助手 )   辰巳ゆかり ( 施設部事務補佐 員 ) 

  石井 久夫 ( 事務局長 ) 
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京都大学構内遺跡調査会規約 

第 1 条 この会は， 京都大学構内遺跡調査会 ( 以下「調査会」とし ぅ 。 ) と称し， 京都大学の委託によ 

り同大学構内における 建築物新嘗工事等に 伴い必要な敷地内の 遺跡調査を行 う ことを目的と 

する。 

第 2 条 調査会は，事務所を 京都市左京区北白川西町財団法人阪本奨学会内に 置く。 

第 3 条 調査会は，第 1 条の目的を達成するために 次の事業を行 5 。 

㈲ 京都大学の委託により 行 う 当該敷地内の 埋蔵 文化財についての 発掘調査 

㈹ 前号の調査に よ り出土した埋蔵 文化財の保存，管理に 関する事項の 審議 

㈹ 埋蔵 文化財の調査に 関する発掘調査概要報告書の 作成 

㈲ その他必要とする 事項 

第 4 条 調査会に次の 役員を置く。 

Ⅲ 会長 f 名 

㈹ 委員 

イ 京都大学の学識経験者 若干 名 
日 新宮工事等の 敷地の属する 京都大学の部局の 長または部局附属施設の 長 

ハ 新宮工事等の 敷地の所在する 地域の文化財保護行政当局の 推薦する者 若干 名 

      監事 若干 名 

2  会長は，前項 2 号 ィの 委員の推薦する 者とする。 

3  会長の任期は 2 年とし，再任を 妨げない。 

4  委員及び監事は ，会長が委嘱する。 

5  第 1 項第 2 号口及び " の 委員 は ，当該敷地内の 遺跡調査に関する 委員としての 任務が終わっ 

た とぎ は，退任する。 

第 5 条 会長ほ，調査会を 代表し，業務を 総括する。 

2  委員は，委員会を 構成し，委員会の 議決Ⅴ こ 基づく業務を 執行する。 

3  監事は，調査会の 会計を監査する。 

第 6 条委員会は，会長及び 委員をもって 組織する。 

2  委員会 は ，会長が招集し ，議長となる。 

3  委員会は，新宮工事等の 敷地が京都市以覚の 地域にあ る場合で，必要と 認めたと ぎ は，部会 

を 置くことができる。 

第 7 条 第 3 条の発掘調査の 実施に当たるため ，調査会に調査班を 置く。 

2  調査班は，調査班長，調査員及び 調査補助員をもって 組織する。 

3  調査班長は，委員会の 議に基づき会長が 委嘱する。 

4  調査員及び調査補助員は ，調査班長の 推薦に よ り会長が委嘱する。 

第 8 条 調査会の事務を 処理するため ，調査会に事務局を 置く。 

2  事務局に職員若干名を 置く。 

3  職員は，会長が 任免する。 

第 9 条 調査会の経費は ，京都大学から 支出される調査委託費をもって 充てる。 

第 l0 条 調査会は， 4 月 1 日に始まる年度ごとに ，事業報告書及び 収支決算書を 作成し，監事の 監査 

を経て，年度終了後 3 ケ月 以内に委員会の 承認を受けるものとする。 

隻ぎ l1 条 この規約に定めるもののほか ，調査会の運営に 関し必要な事項は ，会長が定める。 
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山中 一郎 ( 文学部助教授 ) 

石田 志朗 ( 理学部助教授 ) 

西村 進 ( 理学部助教授 ) 

上野 陽里 ( 原子炉実験所教授 ) 

清 力く 若俗 ( 文学部助手 ) 

建水 信雄 ( 事務局庶務部長 ) 

調査委員会 

会 長 久馬 一剛 ( 農学部教授 ) 

委 員 小野山 師 ( 文学部教授 ) 

大山 窩 平 ( 文学部教授 ) 

亀井 節夫 ( 理学部教授 ) 

川上 貢 C 工学部教授 ) 

西川 幸治 C 工学部教授 ) 

足利 健 亮 ( 教養部教授 ) 

規約第 4 条 1 項 (2)P 

藤原 元治 ( 放射性同位元素総合 セ ソタ一良 ) 

神野 博 ( 工学部長 ) 岩井 保 ( 農学部長 ) 

規約第 4 条 @ 項 (2) ハ 

浪貝 教 ( 京都市埋蔵 文化財調査センタ 一所長 ) 

泉 拓良 ( 奈良大学助教授 ) 

監 事 南 芳美 ( 施設部企画課長 ) 上田 照夫 ( 放射性同位元素総合 セ           

事務掛長 ) 

山本 清 ( 農学部事務長 ) 岸本 弘 二 (1 学部経理課長 ) 

事 務 局 

事務局員 

調 査 班 

調査班長・主任 

調 査 員 

調査補助員 

作 業 員 

竹内 書隆 ( 施設部事務官 ) 松本 一代 ( 調査会事務員 ) 

清水 若俗，五十川神矢，浜崎 一志，宮木 一夫，難波 洋姉，干葉 豊 ， 

西川恵美子 

竹村 恵姉， 福勢 千鶴子， 家根 祥多 

上野 京子，小野 晶子，大山 和彦，加茂 文芸，小林 俊Ⅰ杉本 富江， 

竹内 洋子，辰巳めかり ， 谷 英之，谷口由利子，中村あ かね，中村 直弘， 

早瀬 貫代，藤田 良美，村田 悦予，吉田 広 

五十 棲彰雄 ，石川 清 ，浮田 博文，木村 謙次，河野 佳子，白双 健次， 

越 氷 梅 男 ，鈴木 功，西村 邦夫，橋本 庄次，橋本 俊夫，長谷川智 造 ， 

長谷川秀実，福田 文治，三谷 正三，安田 秀男，吉本 誌 古 
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医学部構内 AL20E 整理調査班 本部構内 AW27 区 発掘調査班 

所在地 京都市左京区吉田橘町               京都市左京区吉田本町 

工事 名 放射性同位元素総合センター 工事名 工学部電気 糸 学科校舎新宮 

有機廃液処理設備 室 新宮                                   l987 年Ⅱ同 l6 日 -l988 年 3 月 3l 日 

調査期間 l987 年 2 月 2  日 一 面積   
斡 87 年 5 月 3 円 班長・主任 五十月 l 件矢 ，干葉 豊 

面積   調査員   
班長・主任 浜崎一志，難波洋姉 調査補助員 6 人 

調査員 2 名 作業員   
調査補佐 員 3 名 

北部バランド 改修工事試掘調査 

北部構内 BD33E 発掘・整理調査班 所在地 京都市左京区北自用追分町 

所在地 京都市左京区北白川追分町                           l987 年 9 月 l 日 一同 9 月円目 

工事 名                                                                                                         
調査期間 l987 年 5 月 2f 日一 担当者 清水若俗 

l988 年 3 月引日 

面積   理学部動植物学教室新宮試掘調査 

班長・主任 浜崎一志，難波洋姉                   京都市左京区北白川追分町 

調査員 2 名                           l988 年 3 月 lf 日 一同 4 月 8 日 

調査補助員 4 名 面積   
作業員 8 名 担当者                           

京都大学構内遺跡の 調査体制 

  調査委員会 謂 査 班 

  
          回 

調査班長 
派遣 

調査主任 
  

  
京都大学埋蔵 文化財研究センター 京都大学構内遺跡調査会 
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第 Ⅱ 部 京都大学埋蔵 文化財研究センタ 一紀要Ⅷ 

中世前半の大型鋳鉄鋳物 

五十川 仰天 



中世前半の大型鋳鉄鋳物 

  
  
日本におげる 古代・中世の 鋳物資料の考古学研究は ，坪井良平氏に よ る梵鐘の研究に 代 

  
表される よう に，青銅鋳物の 研究が先行し ，それは実に 大きな成果をあ げてきた。 しかし 

鋳鉄鋳物には 装飾 牲が 少ないため，青銅鋳物のように 美術工芸の分野で 取り上げられるこ 

とはほとんどなかった。 また，青銅鋳物が 祭器を中心とする 器物であ るのに対して ，鋳鉄 

鋳物は実用の 煮炊具として 作られたものが 大半をしめ，破損すればすぐに 新たな製品の 地 

金として再利用されたため 残存する数量も 非常に少ない。 こうした理由から ，その研究は 

進展しているとはいいがたい。 本稿では，中世双半の 大型の鋳鉄鋳物を 中心にその製作技 

術や特質についていささか 考えてみたいと 思                   して， 口径が 1 Ⅲに達する大型の 

                                          りあ げることにする 0 また，近年梵鐘鋳造遺構の 発見があ いっいで 

  
おり，これらの 大型の鋳鉄鋳物の 製作技術が，梵鐘の 鋳造技術などとも 関連するものと 予 

想されるため ，あ わせて両者を 比較しつつ検討したい。 

ここで検討材料とした 大型の鋳鉄鋳物は ，形態からいえば 羽釜や鍋であ るが，すべて 寺 

社が所蔵 する伝世品であ る。 これらに は ，それぞれ伝承をもつものもあ るが，製作された 

当初の歴史的背景が 忘れ去られたものも 多い。 紀年や用途，願主，大工などの 銘文をもつ 

ものに関しては ，早くから金石文の 研究者によってとりあ げられているが ，これらの鋳物 

には，明らかに 風呂関係の用具として 使用されたものがあ り，風俗史的な 立場からもとり 

                      きた   " 実物に即した 考古学研究には ，正田姉郎氏が 箱 根神社羽釜を ，興三郎氏 
  

が熊野三山に 残る羽釜を，それぞれ 実測図を示して 紹介し検討を 加えている。 また，小林 

剛氏は ， 俊乗坊 重源の研究を 通じて，鋳鉄鋳物の 遺品のいくつかを 重源めかりの 作事にあ 
  

てた。 このほか， 江谷寛氏も ，湯屋の研究を 通じ鋳鉄鋳物を 調査して，遺品のいくつかを 

  
優茉 坊 重源めかりの 湯釜にあ てた " しかし，両氏の 指摘には， いささか検討の 余地もあ 

り，再考することとしたい。 

また，それぞれの 大型鋳鉄鋳物には ，銘文や伝承に よ る名称があ るが，混乱を 避けるた 

め ，本稿では個々の 説明をおこ た j にあ たって ， 鍔のあ るものを羽釜，                                   

と 呼ぶことにする。 
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2  大型鋳鉄鋳物資料 

まず，本稿で 取り上げる資料について 実測図を示し ( 図 28-30), その形態や特徴につい 

て簡単に紹介する。 銘文はすべて 陽鋳であ り，過刻とみとめられる 屯のはな L. 、 0 図中の外 

朝練以外の太 線は鏡 張りを示す。 
  

大和興福寺入湯屋羽釜 (1)  興福寺東辺の 大湯屋内に安置されている ，鍔を完全に 失っ 

ており， 口径 175cm, 高さ 145c 町 丸く球形に近い 形状をなし，高部 に 3 本の凸線の装飾が 

あ る。 祠部以下に，横方向の 2 筋の鋳張りを 明瞭に残している " 
  

相模箱 根神社羽釜 (2) 芦ノ湖畔の箱 根神社の社務所 協に 安置されている。 底部が抜 げ 

落ち ， 鍔の大半を欠失している。 口径 120cm, 高さ 120cm, 層部 に、 3i 本の凸線の装飾があ 

り， 胴部 に横方向の 2 筋の鋳張りを 残す。 高部 に 銘文がめぐり ，箱 根神社神宮寺の 東福寺 

の 湯釜として，文永 5 (1268) 年に作られたことがわかる。 重要文化財に 指定。 
  

相模箱 根神社羽釜 (3)  箱 根神社の社務所職 に 安置されているも う ひとつの羽釜。 口径 

120cm, 高さ 1l5cn, 層 部 に 3 本の凸線の装飾があ り，鍔の上部に 4 個の釣 環 をもつ，胸部 

に横方向の 3 筋の鋳張りを 残す。 文永 5 年銘の羽釜より 器 壁は厚い， 肩部に 銘文があ り， 

同じく東福寺の 浴 堂等 として，弘安 6(1283) 年に伊豆国の 大工磯部 康 厳によって作られた 

ことがわかる。 重要文化財に 指定。 
  

紀伊熊野那智大社羽釜 (4)  熊野那智大社宝物殿の 前に安置されている。 鍔を欠失して 

いるが， 口径 105cm, 高さ 114cm, 肩部に 3 本の凸 線 があ り，腕部に横方向の 2 筋の鋳張り 

が残る。 やや厚手に作られている。 層部には「願主情 範 」と銘があ るが，大工 ( 鋳物師 ) は 

不明であ る。 
  

紀伊熊野速王大社羽釜 (5)  かつて熊野速王大社の 楼門の脇に安置されて L. 、 た 。 現在， 

大 ぎく大破し，全形を 見ることができないが ，部分観察と 巽 氏の報告によって 図を作製し 

た。 口径 105cnl, 高さ約 105cm, 表面は錆による 劣化がひどいが ，戸部には 3 本の凸 線 があ 

ったようであ る。 祠部には横方向の 2 筋の鋳張りが 残る。 『熊野年代記』の 新宮の条によ 

れば，元亨 2(1322) 年の紀年 銘 のほか寄進者の 名があ ったという。 

大和興福寺入湯屋羽釜 (13.1 (6)  興福寺入湯屋内に 安置されているも う ひとっの羽釜。 現在 

は鍔 と鍔部 以下を失っている。 口径 165cm, 日録郎と肩部の 境目に段があ り， 鍔から上部 

は縦方向に 6 筋の鋳張りが 残る。 肩部 には 2 本の凸線の装飾があ り， 段 やその境目にも 凸 

線 があ るが，鋳型の 境目で線がずれている 箇所があ る。 
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大和興福寺入湯屋羽釜 

2 相模箱 根神社羽釜 3 相模箱 根神社羽釜 

4 紀伊能 野 那智大社羽釜 5 紀伊能 野 速王大社羽釜 

6 大和興福寺入湯屋羽釜 

図 28  中世前半の大型鋳鉄鋳物㈹ 
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7 周防阿弥陀寺 鍋 

8 備中新山寺跡 鍋 

周防阿弥陀寺 鍋 1i4) (7)  東大寺別院 周 

防阿弥陀寺の 山門に安置。 u@ 径 185cm, 

高さ 105cm 。 目縁 部が 2 段に受け口状に 

なっており， 1 箇所に特殊な 構造を     
(15) 

つ 。 祠部から底部にかけては 丸く，祠 

部に横方向に 2 筋の鋳張りがあ り， 上 

Ⅰ段には，縦方向に 10 筋の鋳張りが 残 

る。 横方向の上の 鋳張りの部分には ， 

型持 が配列されている。 重要有形民俗 

文化財に指定。 

備中新山寺跡 (i6) 鍋 (8)  総社南北方の 

山中，新山寺跡の 一郭に覆い量を 設け 

て安置されている。 口径 185cm, 底部が 

欠失しているが ， 高さ約 llD5cm に復原 

9 近江園城寺 鍋 

l0 出羽黄金堂 鍋 

  l m     

図 29  中世前半の大型鋳鉄鋳物 (2) 縮尺Ⅴ 30 
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できる。 形状や構造は 阿弥陀寺 鍋 に類 

似するが，横方向の 鋳張り 2 筋のほ 

か， 上 2 段の縦方向の 鋳張りが 10 節あ 

る 0 鬼の釜という 伝承があ る 0 

  
近江園城寺 鍋 (9)  天台寺門派総本 

山園城寺の霊鐘堂に 奈良時代の梵鐘と 

ともに安置されている。 上の 2 例に形 

態や構造が類似する。 縦方向の鋳張り 

は 9 節あ る 0 口径 165cm, 高さ 120cmo 

弁慶の汁 鍋 との伝承をもっ。 
(i8) 

出羽羽黒山黄金堂 鍋 (10)  羽黒 修験 

の宿坊のあ る羽黒町黄金堂山門に 安置 

                  口径 15;3cm,  高さ 1l5cmo 

横方向の鋳張りが 3 節あ る。                               

5 箇所に把手があ り，弁慶の粕 鍋 との 

伝承があ る。 
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l2 丹後昔風手鍋 

Ⅱ 大和東大寺入湯屋 鍋 

l3 丹後成相寺 鍋 

  l m   
図 30 中世前半の大型鋳鉄鋳物㈹ 縮尺Ⅴ 30 

( Ⅰ 9) 

大和東大寺大湯屋 鍋 (11) 東大寺大湯屋に 安置されている。 口径 243cm, 高さ Si)cm, 口 

    
で 中央に流水孔とみられる 小さな穴があ る。 底部の端部に 6 個の小さな脚をもつ。 胸部中 

央に横方向の 鋳張りがあ り，さらにその 上下に Hl 筋の縦方向の 鋳張りが残る。 鋳 上がった 

当初からのものと 思われる荒れた 鏡肌を示す。 胸部 に ，建久八年，大和尚高天河 禰陀佛 ， 

豊後権 守などの銘文があ り， 「湯船」と よ ばれるものであ る。 銘文をもつ最古の 鋳鉄鋳物 

であ り，重要文化財に 指定されている。 
  

丹後昔 恩 手鍋い 2)  名勝天の橋 立 脇の智愚弄境内に 手水鉢として 使用されている。 口径 

173cm, 高さ f64cm のほ ば 円筒形を示し ， 押縁端部は少し 横に拡張する。 祠部， 胴部 と底部 

の 境目に各 1 節ずつ，横方向の 鋳張りがあ る。 底部は扁平で 中央に流水孔をもつ。 内側面 

に正応 3 (1290) 年に竹野郡の 興 法 寺の湯船として ，山河 某が 製作した旨の 銘文があ る。 重 

要文化財に指定。 
  

丹後成相寺 鍋 (13)  天の橋立を眼下にのぞむ 成相寺の本堂 脇に 手水鉢として 使用されて 

        口径 16gcm, 高さ 67cm のほ ば 円筒形を示し ， 口 縁端部は少し 構に拡張する。 腕部， 

胸部と底部の 境目に各 1 筋 ずつ，横方向の 鋳張りがあ る。 底部は扁平で 中央に流水孔をも 

つ。 内側面に正応 3 (1290) 年に竹野郡の 等 染 寺の 温塁 のために山河真清が 製作した旨の 銘 

文 があ る。 重要文化財に 指定。 
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3  資料の年代 観 

以上述べた資料には 銘文によって 年代を知ることができるものもあ るが，紀年 銘 があ っ 

  
ても，古い型式の 復古や模作もあ るので検討する 必要があ る。 

まず，羽釜には 紀年 銘 のもつものが 多いのだが，各地の 社寺に保存されている 紀年 銘 を 

もつ羽釜を整理して 12 世紀から 16 世紀にわたる 形態変化を整理してみた ( 図 31) 。 これらは 

一般に「湯釜」と 呼ばれるもので ，湯立てなどの 神事に使用されたものであ る。 

その形態変化は ， 肩 部から 口縁 が内傾し， 胴 部から底部にかけて 丸い形態を示すものか 

ら ，次第に 肩部 が直立し祠部と 底部の境目が 明瞭になってゆき ，やがて胸部が 直立し底部 

は 扁平になってゆくものと 考える。 その間 ，は 世紀には 口 緑郎と肩部の 間に ， 段が発生す 

る 。 この段は口 綾 部と肩部の間に 設けられた装飾の 凸 線 が発達したものと 考えられ，さら 

に 多くの曲線でその 上を飾ることとなるが ，やがて lf 世紀にはいって 次第に失なわれてい 

く。 興福寺入湯屋羽釜のうち ， 1 は 12 世紀にさかのぼるものであ り， 6 は目録 郎 と肩部の 

境目に段をも う げているが， 肩部 はかなり内偵するので ， 14 世紀前半ごろのものと 考える。 

熊野那智大社羽釜 (4) は，その形態か 引 4 世紀を降るものではないだろう。 また，熊野遊 

玉 大社羽釜 (5) は， F 熊野年代記』によって 元亨 2(1322) 年 製作と推定されているが ，上 

記の段がみられず ，あ るいは 13 世紀にさかのばる 資料を模倣したものの 可能性もあ る。 そ 

の他は，それぞれの 紀年銘の示す 年代を想定してもよいのではないかと 届 け。 

鍔 のない 鍋形 のものには銘文が 少なく，このほかにも 中世を通じて 銘文によって 年代の 

わかるものは 僅少であ る。 かろうじて 13 世紀後葉ごろのものと 考えられる大阪府美原町真 

福寺遺跡出土鋳型から 復原しらる鍋の 形状は，腕部から 底部 @ こ かけて，かなりゆるやかに 
  

曲線を描くが ，底部の中央はかなり 扁平となっている。 これを中世前半でも ，その中ごろ 

のものと想定すると ，鍋の形態も 羽釜の型式変化とほぼ 同様に，胸部から 底部にかけて 丸 

い形態を示すものから ，祠部と底部の 境目が明瞭になって ，やがて胸部が 直立し底部は 扁 

平になってゆくものと 想定できる。 こう考えると ，阿弥陀寺，新山寺跡，園城寺の 鍋資料 

はいずれも ぱ 世紀にさかのぼり ぅる 形態を示すものであ り，黄金堂 鍋は 胸部がやや直立す 

ることから，それよりやや 下る年代のものと 考える。 

東大寺入湯屋鍋や 丹後成相寺 鍋 ，智愚 寺鍋は ，底部に穴があ いており，後に 記すよさに 

風呂の浴槽に 用いられたものと 考えられるため ，上記の羽釜や 鍋の形をした 煮沸用具とは 

異なった形態をしめすものとして ，それぞれの 銘文の紀年名の 示す年代を想定してお     
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紀伊熊野本宮大社湯釜 建久 9 年 (1198) 隼 大和朝護孫子寺湯釜 永正 13 (1516) 午 

河内流行八幡神社湯釜 延元 5 (1340) 年 

大和生駒神社湯釜 永禄 6 (1563) 年 

紀伊三船神社湯釜 天正 16 (1588) 年 

大和言水神社湯釜 康暦 元 (1379) 年 

図 3l 儀式用羽釜の 変遷 縮尺 熊野本宮大社湯釜 1/20 ， 流谷 八幡神社湯釜以下 l ハ 0 
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4  大型鋳鉄鋳物の 製作技術 

つぎに， こ 5 した大型鋳鉄鋳物の 羽釜，鍋の鋳造技術に 関して，民俗例や 梵鐘鋳造遺構 

の調査成果も 加味して検討を 加える。 また，やや時代が 下がるが，文安 4(1447) 年に高野 

山金剛 峰寺 入湯屋の釜を 鋳造した時の 記録が高野山文書にあ り，作業工程や 材料など当時 
(25) 

の 鋳造技術の一端をかいまみることができるので 参考に             

型 内 資料の内面は 平滑で 鏡 張りの認められるものはない 0 しかし，以下に 述べる 

よう に底部を上にした 状態で鋳込みをおこ なう ものと推定できるため ，羽釜の場合， 目録 

部は鍔部 よりすぼまっているので ，最初に内型を 定盤に設置するのではなく ，最下の口 縁 

部を形作る鋳型は 外型から設置してゆかなければならず ，円型も鍔のあ たりで上下にわか 

れていたものと 考えたほうがよい。 鋳 張りはないが ，羽釜の内面のこの 部分に，わずかな 

凹凸が一周するものがあ り，上段の内型を 設置した時に ，その境目に 真土を充填して 鋳型 

0 合わせ目に 鏡 張りができないようにしたのであ ろう。 小型 品 には内面に合印 ( 見切り ) と 

みられる白線が 残るものがあ る。 

外 型 外面には，多くの 資料において 横方向に一周する 幾筋 かの 鋳 張りがあ って ， 

いくつかに分割した 外 型を上下に重ねて 鋳造したことがわかる。 これは日本の 梵鐘の場合 

とほ ば 同じやり方であ る。 また，羽釜の 場合，鍔の先端の 部分に 鏡 張りを明瞭に 残すもの 

もあ り，この部分でも 上下に鋳型が 分割されていたことが 確実と思われる。 

そのほか，阿弥陀寺 鍋 (7),                          園城寺 鍋 (9) や東大寺入湯屋 鍋 (11) では， 

横方向の鋳張りのほかに ，さらに縦方向の 鋳張りが明瞭にみられ ，外塁がさらに 縦方向に 

も分割されていたことを 物語っている 0 こうした 外 型の製作にあ たっては，かならずしも 

引 型を使用しなくても ，各単位部分のもととなる 型から 外型 をおこしたと 考えることもで 

きるだろう。 こうすれば，大きなドーナツ 状の外型を最初から 製作するよりも ，鋳型作り 

の 作業がかなり 容易になるのではないかと 思われる。 

さて，鋳型は 砂と粘土で形成されたものであ り，円型と外型の 隙間にそれより 比重の高 

い溶 湯を流し込むのであ るから，原理的には 外塁 は 浮き上がる力を 強く受ける。 これを 防 

ぎ， 逃げ場を求めるガスによる 圧力をおさえるための 工夫が必要となる。 京都大学教養部 

構内の梵鐘鋳造遺構では ，これに対処して 外 型を固定するために 設置した掛木の 痕跡が関 
(26) 

際 に残存していた。 大型の鋳鉄鋳物にあ っても，こうした 掛木に縄を振って 掛 け ，鋳型を 

緊縛したものと 思われる。 また，横方向に 鋳型を緊縛して 固定するためには ， 外 型の外側 
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(271 

を竹籠で締めあ げたことが，古い 伝統を残すと 考えられる民俗例や 文献によって 知ること 

ができるが， 竹範 をもちいた結桶が 普及するまでの 時代では，もっぱら 縄で縛りあ げてい 

、 たのではないかと 考えられる。 以上のように ，大型の製品で 組み合わせる 鋳型の数が多く ， 

鋳型の形態が 複雑であ ればあ るほど，それだけ 強靭な鋳型の 緊縛装置の必要があ ったこと 

が推定できる。 

型 持 阿弥陀寺 鍋 (7), 新山寺跡 鍋 (8), 園城寺 鍋 (9) や東大寺入湯屋 鍋 (11) では， 

外 型の継目すなわち ， 鏡 張りの部分にほ ば 四角形の鉄片が 多数埋め込まれている。 これは 

厚さを均等に 仕上げるために ，はめ込まれた 型 持と思われる。 梵鐘は撞いて 昔を聞くため 

のものであ るのに対し ， 上にあ げた鋳鉄鋳物は ，実用の煮炊具であ り梵鐘 よ り岩壁を薄く 

作らなければならず ，その点で一段と 工夫を要したといえるだろう。 

湯 口 青銅製品の場合，湯口によって 生じた突起は 除去されるのが 一般であ るが， 

鋳鉄製品は硬度が 高いせいか，そのまま 放置したものが 多い。 印葡 辞書』に よ れば， 放 

匿 された湯口は「かまの へそ 」と呼ばれていたらしい。 さきにあ げた資料には ，                         

中に埋没していたり ，底の部分が 抜け落ちて欠落しているものも 多く，底部の 形状を確か 

めぅ るものは少ないが ，箱 根神社の文永 5 年銘の羽釜 (2), 熊野 速 正大社の羽釜 (5) では， 

底部中央に円錐台状の 小さな突起を 観察することができる。 その他の口綾部， 鍔部や 胸部 

に湯口とみと めぅるょ 5 な突起はまず 見いだせない。 すなわち，使用時と 天地逆転した 状 

態で，鋳造がおこなわれていたことが 確実であ る。 また，梵鐘鋳造の 場合には， 龍 頭の鋳 

型の上部に穴がも う げられており ，空気抜きの 装置として機能していたら                               
  

                      上にあ げた鋳鉄鋳物の 資料では底部に ， こうした空気抜きとみられる 

ものを確認できなかった。 基本的に湯口が 空気抜きの穴を 兼用していたらしい。 

樋 大型鋳物の場合， 1 基の溶解炉では 全部の溶湯を 作ることができないため ，複数 

の炉を鋳型の 周辺に設置して ，浴湯を出湯口に 取付けた樋を 通して流し込むやり 方があ 

り，民俗 例 をはじめ，『天工開物 2 0 鋳鼎 図などからその 状況を推定することができる。 金 

剛峰 幸大湯屋釜の 鋳造に際しては ，「 錠       八丁」とあ るから， 8 組の溶解炉と 鞘を鋳型の周 

囲に配し，樋を 通して鋳込みをおこなったものとみてよい。 

鋳造 坑 金剛性 寺 入湯屋釜の鋳造の 記事には，鋳造を 首尾よく終了した 後，「 釜 鹿 

田」との記載があ り，鋳造に際して 鋳型が穴の中に 設置されていたことがわかる。 梵鐘の 

鋳造にあ たっては，小型のものを 除き，地面に 穴を掘って鋳型を 設置するのが 一般であ り， 

こうした大型の 鋳鉄鋳物の鋳造に 際しても，これと 同じように，地面に 穴を掘って鋳型を 
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図 32  大型鋳鉄鋳物の 鋳造模式 国 

設置し，浴湯を 流し込んだと 考えたほ 5 が よ いだろう。 現在，大型の 鍋や羽釜を鋳造した 
(29) 

土塊 は ついては，東大寺西廻廊周辺の 調査で 1 例発見されでいるが ，梵鐘鋳造 坑 として 報 

告されているもののなかには ，大型の羽釜や 鍋を鋳造したものも 含まれているのではなか 

ろうか。 出土鋳型の吟味などを 通じて，調査担当各位の 御検討を乞 5 次第であ る。 

以上のような 検討をもとに ，中世の大型鋳鉄鋳物羽釜の 鋳造状況の想定図を 作製してみ 

た ( 図 32 泊先に述べた よう に，資料に残された 技術的痕跡をはじめ ，いくつかの 民俗例や 

文献を参考にしたが ，細部についてはさらに 検討を要する 点が多いと ぼ け。 たとえば， 鋳 

型を設置する 定盤やその下部構造は ，梵鐘鋳造 坑 として報告されているものからの 類推で 

あ るし，また，鋳型の 設置や鋳上がった 製品の取り出しのために 組んだ足場の 柱もあ った 

のではないかと 思われる。 しかし，全般的な 鋳造状況は， こうしたものではなかったかと 

考える 0 

上にあ げた大型鋳鉄鋳物資料にほ ，表面が錆や 腐食によるものではなく ，錦上がった 当 

初からのものと 思われる荒れた 鏡肌を示すものが 多い。 それは，ガスが 抜けぎらなかった 

り湯 回り不良に よ るものであ ろうと思われるが ，一度に大量の 溶湯を流しこまなければな 

らない大型鋳物製作時の 困難さを感じさせる。 
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5  大型鋳鉄鋳物の 鋳造技術と鋳物師 

以上あ げたものについて ，製作にあ たった鋳物師などの 歴史的背景のわかるものについ 

て考えてゆく。 まず，小林 剛 ， 江谷 寛の両氏が 俊乗坊 重源めかりの 作事としたものについ 

て 検討を加える 0 

まず，東大寺大湯屋 鍋は ，その銘文から 建ク、 8(1197) 年に 俊乗坊 重源の T 高光阿藤 陀佛 

作善 集 』 ( 以下『作善 集 』と略す ) にしるされ，卓郎 是助 によって作られた「湯船」その 
  

ものであ ることが確実であ る。 この鍋には，底部中央に 円形の穴があ り，底部周辺に 小型 

                                  こガ 1. は，そのままの 状態で置いて 使用するためのもので ，               

を流し出す仕掛けなもっているわけであ り，風呂の湯を 沸かすためのもの と う よ 

槽として使用されたのではないかと 考える。 このほか，京都府宮津市 智恩 手鍋 と 成相寺 鍋 

は ， ほば 同大同形で同じ 構造をもち， 智恩 手鍋には，正応 3 (1290) 年に山河某の 作った 

「湯船」であ ることが銘記されている。 以上のよ 5 に，当時「湯船」と 呼ばれたものは ， 

底部中央に流水孔のついたもので ，浴槽として 使用されたものと 考える。 

また，小林剛戻 は ，興福寺入湯屋の 羽釜に，かつて「永久五年」と 銘が認められたとい 

  古老の言から ， これを「建久五年」の 誤読とし， P 作善美』                                                   
  

乗坊 重源の作事にかかわるものと 考えた。 小林氏が 2 口の羽釜のどちらを 指されたのかわ 

からないが，もし 図 2W に示した 1 であ れば，たしかに 形態からみて 12 世紀ごろのものと 考 

えてもあ やまりはないが ，さきに示した よ うに「湯船」は ，基本的に浴槽として ，底部に 

排出札のあ るものと考えたほうが 妥当であ るため，この 説にはしたがえない。 また，以下 

に 述べるように 優菜 坊 重源に関わる 鋳物には，製作にあ たって縦方向の 鋳型分割の手法が 

とられて L. 、 るものがあ り，この興福寺入湯屋 鍋 (1) は，こうした 手法のみとめられないこ 

とも否定的要因となるだろう ，また，同じく 興福寺入湯屋 鍋 (6U は，年代がやや 下がるも 

のであ ることは，すでに 述べた 0 

さて， F 作善 集コは ほ，「湯船」 とともに「湯釜」と 記されたものが 多数あ り，湯を煮沸 

するためのものに 違いない。 周防阿弥陀寺は 俊 乗坊 重源めかりの 寺で，卓郎 是助 によって 

作られた重要文化財の 鉄塔が現存する。 この鉄塔の銘文に「 釜 一口 闇 六尺」としるされ ， 

ァ作善 集 』にい う 「湯釜」が，さきにあ げた鍋であ ることは確実であ (32) る。 また，新山寺は 

備中別所であ ることが，藤井   駿 氏の研究によってあ きらかにされており ，新山寺跡 鍋も俊 

乗坊 重源ゆかりの 作事と考えてよいものであ る。 (33) 
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次に，園城寺 鍋は ，上記の阿弥陀寺鍋や 新山寺跡 鍋に 酷似し， 江谷寛 氏の指摘通りこれ 
  

また優茉 坊 重源めかりの 作事と考えうるものであ る。 『作善美上には 園城寺に， こうした 

「湯釜」を設けた 記載がないが ，あ るいは別手 の 「湯釜」がもちこまれた 可能性もあ る。 

武市勝茂 氏は ，寺院の浴 堂は ついて述べた 項で，正治元 (1199) 年 12 月 5 日早旦，興福寺西 

金堂の僧兵が ，かねて対立の 法隆寺に乱入して 浴 堂の湯釜を奪ったところ ，法隆寺側も 応 
  

戦 してこれを取り 返したという 騒動を紹介している 0 湯釜が大切な 什物であ ったために， 

こうした強奪合戦の 目標になっだものと 思われる。 同様の暴力的移動は ，梵鐘の場合にも 
(36) 

よ くあ ることは，坪井氏が 紹介しているとおりであ る。 

二のほか， 江 谷底 は俊乗坊 重源めかりの「湯釜」と       上にあ げた阿弥陀寺，新山寺 
  

              園城寺の鍋のほかに 高野山金剛 峰寺鍋 をあ げている。 しかし，藤浪 剛ア 氏が示した図を 
  

もとに復原した 図を見るかぎり ，この鍋は胴部と 底部の境目がするどく 屈曲し，底部がか 

なり扁平であ り鎌倉時代のものではない。 また，縦方向の 鋳型分割をおこなっていないた 

                                              阿弥陀寺側と 同列に考えがたく ，優茉 坊 重源に直接かかわる 

ものと考えるには 問題が多い " ただ，目縁 部 には，上記 3 例にみられる 特殊構造をもつ た 

め ，あ るい ほ 優茉 坊 重源めかりの 実物が破損したため ，それが改鋳されたものと 考えては   さ子 @, ものが「湯釜」とよ こ が想定できるのであ ム官 パ ヒヒ @ 

野本宮大社の 羽釜，箱 根神社の文永 5 年 銘 羽釜にほ，あ きらかに「湯釜」と 銘文があ り， 

こうした羽釜 形 のものも「 釜 」と呼ばれていたことも 事実であ る。 一方，東国の 例であ り， 

                                                                                内耳付き鍋の 形態をした千葉県香取大社の 天文 17 

    
(1548) 年 銘の鍋にば「 供釜 」，長野県山家神社の 慶長 7(160 の銘の鍋にも「湯釜」と 銘記 

があ り，地域差もあ いまって，中世においては 全国的に「 釜 」とし ぅ煮 炊具の名称には ， 

形態に従った 統一的なもののなかがたことも 推定され，鍔のあ るものを 釜 ，それのないも 

のを 鍋と 呼ぶのは比較的後になってからのことではなかろうか。 文献史料を読む 際に注意 

を 要するのではないかと は、 ぅ 。 

このほか，箱 根神社の弘安 6 年 銘 羽釜 (3) には，伊豆 国 鋳物師磯部 康 廣の銘があ る。 こ 

の羽釜は，文永 5 年 銘 羽釜にくらべてやや 厚ぼづたい点など ，やや地方的な 作風を感じさ 

せるが，あ るい ほ 文永 5 年 銘 羽釜が破損したために ，これを手本に 新たに鋳造したのでは 

あ るまいか。 いずれにせ よ， 堂々たる作品であ り ，伊豆国の鋳物師の 技術の高さをみる 居 、 

ぃ がする。 
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銘文や文献史料から 鋳物師を推定しうるものは ，以上のようであ る。 また，現物は 残っ 

ていないが，寛元 4(1246) 年の高野山金剛性 寺 入湯屋釜の鋳造にあ たっては， 惣 大工を丹 

治国高がつとめ ， 協 大工として丹治国貞・ 国別以下の 10 人の鋳物師が 多夫露座を担当した 
  

ことがわかる。 

このうち，優茉 坊 重源に直接かかわるものについては 卓郎 是 助の作品であ ることが， ほ 

ば 確実であ る。 この卓郎 是助は ，南都大仏を 再興した鋳物師であ り，笠置寺，東大寺勧進 

所や現存しないが 周防阿弥陀寺の「六葉 鐘 」を鋳造した 有力な鋳物師と 推定されており ， 

大仏鋳造にあ たっては中国の 鋳物師陳和卿とともにあ たった人物であ ることは周知の 事実 

であ る。 一方，山河 真 清 は ， 慈 元手鑓，醍醐寺鐘の 作者であ る。 また，磯部氏も 箱 根神社 

神宮寺の鐘を 鋳造しており ，丹治国別には 太田新次郎氏 蔵 鐘 ，背山寺 鐘 ，長楽寺鐘などの 

作品があ る。 

これらの鋳物師には ，磯部氏のように 地方において 有力仕活動をおこなったもの       

まれているが ，その多くが ，中世の前半において 梵鐘を中 心とする青銅鋳物生産の 申核 な 
  担っていた人々であ ることは，坪井氏に よ る梵鐘の研究が 明 ぎたところであ る 

すなわち，大型の 鋳鉄鋳物を鋳造した 工人たちの多くは ， こ 5 した有力鋳物師であ った と 

考える。 それは，前節で 述べた よう に，梵鐘製作における 技術内容と大型の 鋳鉄鋳物のそ 

れに，多くの 共通点を見いだせることからも 推定し ぅ ることであ る。 また，当時の 右力鏡 

物師による鋳物生産が ，鋼鉄兼業体制のもとにおこなわれていたことも 指摘しておきた 

い 0 

さきにあ げた文安 4(1447) 年の高野山金剛 峰寺 入湯屋の釜の 鋳造にあ たっては，大工高 

野山領山崎の 右衛門掛長 継と協 大工大和国姉輪の 衛門次郎があ たっている。 根来寺の御用 

大工の m 崎座 金屋の鋳物師や 大和姉輪の鋳物師 は ，中世前半には 梵鐘などの作品がみられ 

ず，めだった 活動を確認できないが ，中世のなかばに 至ってこうした 大型鋳物の製作にあ 

たることができる よう に成長をとげたことを 示すものであ ろ 5n 

                              鋳鉄鋳物として ，中世の遺品を 確認することができないが ，たとえば 陸 

奥 塩釜神社の末社御釜 社 に保存されている ょ 5 な 大型の製塩用銭 釜が (43) ，製塩のさかんであ 

った能登や瀬戸内海沿岸などの 地域で使用されていたと 考えられる。 それらの製作には ， 

上にあ げたような有力鋳物師があ たったのではなく ，それぞれの 地方の鋳物師がこれを 鋳 

遣 したのではなかろうか。 それらは，本稿であ げた資料にくらべて 底が浅く比較的単純な 

形態を示すものではなかったかと 推定されるためであ る。 
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6  中国の鋳造技術 

最後に，東大寺入湯屋の 湯船，阿弥陀寺，新山寺跡，園城寺に 所在する「湯釜」に 典型 

的にあ らわれた特殊な 縦方向の覚型分割の 手法について ，若干考えてみることにしたい。 
(4 。 j 

まず，目を転じて 中国の鋳造技術に 関して，『天工開物』に 記された鋳造技術を 考える。 

圧 天工開物日 冶鋳 第八巻の釜の 条には，円型と 外型を土によって 精細に作製して 鋳造する 
  

という記載があ り， 鋳釜図 には， P. HommeI が紹介した民俗 倒 さながらの製造工房の 姿 

が描かれているが ，それらは口径 2 月程度の小型の 釜のよ う であ る。 また，『天工開物 コ 

には ，中国の大きな 寺では， 米 2 石の粥を煮ることができる「千僧 鍋 」と呼ばれるものが 

あ るという記載があ る。 この「千僧 鍋 」の 遺側 ではないかと 思われるものがあ                 

河南省 登封県 少林寺の大雄宝殿の 遺跡に残る鉄鍋であ (46! る。 口径 165cm, 高さ glcm で， 4 市 

に 把手があ り，推定模式 図 を図㏄に示した。 この鍋は ， 明の万暦 4(1576) 年に製作された 

ものとい 5 。 写真を見るかぎり ， 鋳 張りが明瞭にわかり ，外塁 は 上下方向に 3 段，上段と 

中段の鋳型はそれぞれ 8 個に分割されていたとみられる。 底部や口 綾 部など細部には 違い 

があ る よう であ るが，この鉄鍋は ，阿弥陀寺，新山寺跡，園城寺の 鍋に，形態や 鋳型の分 

割 手法が似ている。 また，鋳型を 縦横に分割する 手法に注目すれば ，東大寺入湯屋の 遺品 

と 基本的に同じ 手法をとっている 0 

同じく， F 天工開物上治 鋳 第八巻の鍾 ( 鐘 ) の条には，大型の 鉄鐘や釜を作る 方法は皆 同 

じであ るとの記載があ るため，鐘の 製法に関する 記述をみると ， 銅 鐘は蝋型を原型とする 

失蝋 法を用いること ， 鉄 鐘の場合は，縦方向あ るいは横方向に 2 分した土製の 外型に，文 

様を彫り込む 方法をとるとあ る。 地域や時代によって ，鋳造の技術に 大きな差違があ るこ 

とが確実であ り，これをもって 中国における 梵鐘製作技術の 典型とするわげにはゆかない 

図 33 少林寺鉄鍋の 模式 図 
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だろうが，縦方向に 鋳型を分割するという ， 日本の梵鐘にはまったくみられない 手法に注 

目したい。 
(47) 

そ 二で，坪井良平氏による 支那梵鐘 年 ・ 表稿 をもとに，中国鐘の 鋳型の継目と 考えられる 

鋳 張りを観察してみた。 ほとんどが写真判定であ るため，まったく 不十分にはちがいない 

          とにかく表 5 のような結果を 得てい                   と，                                                             

向の鋳型分割手法が 存在したことがわかる。 また， ¥2 世紀以降のものをみると ， % 司鐘 には 

横方向の鋳張りを 残すものを 鋳 張りのみとめられないものがあ り，後者は失 蛾法によ るの 

ではないかと 思 5 。 一方， 鉄鐘 には・横方向の 鋳張りのほかに ，                                                                         

                                                    ことに注意したい 0 これ @ まさ                                                                       

たとまったく 同じものであ る。 

また，朝鮮鐘には ，横方向の鋳張りと 考えう・るものを 確認できる例があ るが，縦方向の 
(4 の 

鋳 張りと確認し ぅ るものはないようであ る。 そ う すると，上にあ げた縦方向の 鋳型分割の 

表 5  中国鐘の鋳型分割 

年代 所 在 ロ 繰形態 材質 鋳型分割 

575 

  
742 

833 

897 

902 

1023 

llt ヰ 

1184 

  
1204 

1320 

  
大楽初年 

1438 

  
1525 

1544 
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中世前半の大型鋳鉄鋳物 

手法は，やはり 中国を本家とする 伝統的な手法ではないかと 考えられる。 そして，これま 

でに述べた資料のうち 縦方向の鋳型分割手法をとった 鋳物を， 草部是 助の作品と考え ，そ 

のほかにこうしたものがあ まりないとすれば ，これらこそ ，便乗 坊 重源を通じて ，宋の鋳 

物師陳和卿， 陳仏寿 以下 7 人とともに大仏鋳造にあ たった過程で 中国流の技術を 摂取採用 

して製作したものと L                                                           

また，こうした 大型の鋳物を 製作する @ こ ち だって，上記の 縦方向の鋳型分割手法は ，鋳 

型成形という 点においては ， 引 型を用いるよりも 容易に形成し ぅ るものの，鋳造の 際には 

強固な緊縛を 要するという 点も無視されるべぎではないであ ろう。 さきにあ げた興福寺大 

湯屋羽釜 (6) は，卓郎見坊にかかわる 作品とくらべて ，やや時代の 下がるものであ って ， 

鍔 より上部にこうした 縦方向の分割手法をとるものであ るが，分割された 外型 がうまくで 

きておらず，文様のずれや 食い違いが生じ ，かならずしも 上出来とはいえない。 製作㍗ こ 当 

たった工人ほこうした 縦方向の分割手法に 長じていたとは 思えず，この 時代にはこうした 

手法が残存するも       それを伝習することが 難しくなっていたのではないかと 思われ 

る。 

なお， 草部是助は ， 「六葉 鐘 」と呼ばれる 目録郎に切れ 込みを入れた 中国鐘の形態を 模 

              のを作製しているが ，縦方向の鋳型分割手法は 採用していない。 日本の梵鐘には 

こうした縦方向の 鋳型分割手法によ                                               たとえ口径が l m を 越 

すようなものにおいてもこうした 手法はとられていない。 これは，日本の 梵鐘が，その 祖 

型を中国の鐘にもとめ ぅ るものの，その 型式や製作技術において 独自の発展をとげ ，平安 

時代のおわりごろには ，定式化していたためであ ろう。 

本稿作成にあ たっては，鋳物の 科学技術史研究部会の 石野手先生をはじめ ，多くの方々 

の御 教示をたまわり ，風呂研究家の 佐藤富実舅氏には ，多くの資料を 御垂示いただいた。 

また，本文中に 掲げた実測図は ，すべて現物を 実見して作製し ，諸先学の示された 図や写 

真，解説を参考にして 補筆訂正したものを 用いた。 この一連の作業にあ たり，御所蔵 の寺 

社 各位には，多大の 御協力を い ただした。 末筆ながら，各位に 謝意を表する 次第であ る。 
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中国の鋳造技術 

( 注 ) 

1 坪井良平『慶長末年以双の 梵鐘』 lg,Wg 年，『梵鐘と 古文化 3 l947 年， 『日本の梵鐘 Jn l970 年， 印 

木古鐘銘集成 ] l972 年，『 快亡 鐘銘図鑑』 l977 年， r 歴史考古学の 研究 0 l984 年 

2 京都府埋蔵 文化財調査研究センター『梵鐘鋳造遺構の 現状とその諸問題 3 l983 年 

3 藤浪剛一『東西沐浴史話』 l93l 年，武田勝 茂ァ 風呂と湯の話 コ ( 塙 新書 6) l967 年 

  正田姉郎「箱 根神社の鉄の 大筈」Ⅱ ユー ジアムロ l44 号 l963 年 

    興 三郎「紀州の 古 銘 資料⑳ 熊野三山の鉄筆」 礒寅 野路考古 J 4  l964 年 

  小林 剛 『 俊乗坊 重源の研究 J l97l 年 

  江 各賞「湯屋の 石風呂 と鉄釜 」ア物質文化 J 26  l976 年 

8  奈良県文化財保存事務所『重要文化財興福寺入湯屋・ 国宝同北円堂修理工事報告書． D l966 年 

p.40 

  立 田姉郎 注 4 論文，箱 根神社社務所 正 箱 根神社大系 ユ 下巻 l935 年 pp.l-2 
l0  注 9 に同じ。 

Ⅱ 興 三郎 注 5 論文，蔵 田 蔵 ほか『 秘費ム 第 9 巻 熊野 l9f68 年 p.22l, 興 三郎・愛甲 昇寛           
國 金石文集成』 l974 年 p.366 

l2 票三郎 注 5 論文，興三郎・ 愛甲 昇寛 注 Ⅱ文献 p.364 

は 注 8 に - 同じ。 

    小林訓 注 6 文献 p.206 

は 藤浪剛一 注 3 文献 図 28- れ ， 江 各賞 注 7 論文 pp.66-7  参照。 

                              亡 吉備郡 史 4  1937 年 pp.922-3,  総社 市史偏 さん委員会                             美術 編 l986 年 

pp.246-9 

    蔵 田 蔵 ほか『園城寺』 l97l 年 pp.292,313 

l8  佐藤富 実房 「風呂図鑑 59 羽 黒釜 」 戸 生活 ロ 第 52 巻 l2 月号 l98f 年 

    国宝建造物東大寺入湯屋・ 法華堂此間修理工事事務所『国宝建造物東大寺入湯屋・ 法華堂 此間 

修理工事報告書 3 l938 年 p.l7, 図版 23 

20  たとえば，京都大学病院構内 AFl5 区 SX2 . S                                                                               
に類似した形態をとるものであ り，年代も近い。 浜崎一志「京都大学病院 西 構内 AFl5E の発掘 

調査」に京都大学構内遺跡調査研究年報 昭和 57 年度 0 l98W 年 p.35 

2l 京都府文化財保護基金編『京都の 美術工芸 コ 与謝・丹後編 l963 年 p.ll5 

餓 同上文献 p.l2l 

23 たとえば，奈良県吉野郎吉野町の 吉野水分神社 蔵 湯釜は，銘文から ，慶長 9(l60 の 年に豊臣秀頼 

寄進のものであ ることがわかる ( 藤井直正「豊臣秀頼の 社寺造営とその 遺構」『大手双女子大学論 

集』第 l7 号 @983 年 pp.66-8) 。 しかし，その 器 形は南北朝時代を 下らないものであ る。 おそら 

く，製作にあ たって古い型式の 湯釜を手本にしたのであ ろ 5 。 

24  大阪府教育委員会 ァ 真福寺遺跡 $ l986 年 p.27 

25 大日本古文書 家わ け 第一 『高野山文書立入 Z [ 叉銃空筒 集 百九 大湯屋 釜 銭目録 並 勧進帳 ; 

26 五十川伸夫・ 飛好 博文「京都大学教養部構内 AP22E の発掘調査」『京都大学構内遺跡調査研究 

年報 昭和 57 年度 ロ l984 年 pp.l64 

27 滋 賀県教育委員会『近江の 鋳物師 コ 2 l988 年 p.86, ジ ー ボルト『江戸参府紀行』 ( 東洋文庫 87) 

l967 年 p.l67 

28  五十川・茂野 注 26 報告 pp.l8-9 

29  東大寺・奈良県立橿原考古学研究所『東大寺大仏殿 西 廻廊隣接地の 発掘調査』 l988 年 

    筒井英俊 編 『東大寺現存遺物銘記 及 文様 コ ㏄享楽 3 l4) l93l 年 pp.l2-3,                               
p.206 

田 小林別 注 6 文献 pp,3054 
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32  小林 剛 注 6 文献 p.206 

30 藤井 駿 「 俊乗坊 重源遺蹟の研究一一備中新山寺と 備前吉備 津 常行堂一一」 ァ 岡山史学コ第は 号 

l963 年㏄吉備地方史の 研究 0 197l 年 pp.393-403 所収 ) 

34  匹 各賞 注 7 論文 pp.684 

35 武田勝茂注 3 文献 PP.26-7, このほか『嘉元 記コ 延文 2 (1357) 年 12 月 6 日 条に ，中院と金剛 

院が合戦をして ，散物の大鍋が 退出されたという 記事があ る。 

36 坪井良平「無情をかこつ 鐘の数々」『 筆鐙 d 62 ヰ l965 年 ぴ 歴史考古学の 研究 D l984 年 pp.232- 

37 所収 ) 

37  匹 谷寛 注 7 論文 pp.67-8 

38 藤浪剛一 注 3 文献 図 28.29 

39 大場 磐雄 『官幣大社香取神宮宝物図鑑 コ 1940 年 pp.184 
40 信濃史料刊行会 ァ 信濃史料 コ第 l9 巻 l962 年 p,l81 

4l 高野山文書刊行会『高野山文書 ロ 第 1 巻 ( 復刻版 ) W 勧学院文書第七 ) 

42 坪井良平 注 1 文献 

牝 近藤義郎，渡辺列立「製塩技術とその 時代的特質」 丁 日本の考古学 コ 歴史時代上 l967 年 P,57 

44  藪内清編ア天工開物の 研究 ヨ ㏄京都大学人文科学研究所研究報告 B) l953 年，石野 亭 F 鋳造技術 
の源流と歴史 ョ l977 年 pp.233-7 

45@ P ． Hommel ， China@ at@ Work@ 1938@@ pp ， 28-33 

46  翁一 ・彩子『少林寺 J1  l982 年 

47 坪井良平「支那梵鐘年表 稿 」 下 歴史考古学の 研究 J  l984 年 

48 坪井良平 干 朝鮮鐘 3 1974 年 
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